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古
代
日
本
の
地
方
社
会
を
領
域
支
配
す
る
行
政
機
構
と
し
て
、
国
・
郡
・
里
（
の
ち
に
郷
）
制
が

施
行
さ
れ
た
。
小
論
は
、
近
年
の
各
地
の
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
文
字
資
料
を
用
い
た
検
討
を
中
心

に
、
郡
家
と
里
・
郷
の
運
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
〇
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
、
丹
波
国
氷
上
郡
は
「
東
縣
」「
西
縣
」
と
、

甲
斐
国
山
梨
郡
は
「
山
梨
東
郡
」「
山
梨
西
郡
」
と
、
郡
内
が
と
も
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
方
式
は
す
で
に
八
世
紀
前
半
か
ら
氷
上
郡
に
お
い
て
西
部
（
西
縣
地
域
）
に
郡
家
、
東
部
（
東

縣
地
域
）
に
郡
家
別
院
と
い
う
分
割
支
配
体
制
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
陸
奥
国
磐
城
郡

に
お
い
て
も
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
磐
城
郷
を
中
心
に
南
北
に
分
割
す
る
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
郡
の
分
割
統
治
方
式
に
は
、
国
の
道
前
・
道
後
の
支
配
方
式
に
な
ら
っ
た
郡
家
を
中
心

と
し
て
郡
内
を
二
分
す
る
行
政
的
方
式
と
、
自
然
環
境
と
歴
史
的
経
緯
な
ど
に
よ
る
相
違
を
解
消
す

る
た
め
の
機
能
的
方
式
の
二
つ
の
方
法
が
存
在
し
た
。

と
こ
ろ
で
郡
家
所
在
郷
の
名
称
に
は
「
大
家
（
大
宅
）
郷
」・〝
郡
名
〞
郷
・「
郡
家
郷
」
の
三
種

類
が
あ
る
。「
大
家
（
大
宅
）
郷
」
は
郡
制
以
前
の
在
地
有
力
者
層
の
拠
点
で
あ
り
、〝
郡
名
〞
郷
は

郡
領
氏
族
の
拠
点
が
中
核
と
な
り
、
郡
家
を
設
置
し
て
郡
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
郡

家
郷
」
は
〝
郡
名
〞
郷
・
大
家
郷
に
比
し
て
新
し
く
、
例
え
ば
、
武
蔵
国
入
間
郡
は
、「
大
家
郷
」

と
「
郡
家
郷
」
が
併
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
当
初
郡
家
は
「
大
家
郷
」
に
置
か
れ
、
の
ち

に
「
郡
家
郷
」
を
新
た
に
設
置
し
、
郡
家
所
在
郷
と
し
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
郡
家
所
在
郷
は
、
郡
内
の
他
郷
と
異
な
る
負
担
、
例
え
ば
郡
家
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

の
徭
役
労
働
な
ど
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
出
土
文
字
資
料
で
確
認
で
き
る
。

里
（
郷
）
制
下
の
責
任
者
・
里
長
は
課
役
徴
発
な
ど
行
政
上
の
役
割
を
負
い
、
郡
家
に
頻
繁
に
出

仕
し
、
里
長
の
妻
た
る
里
刀
自
は
里
（
郷
）
内
の
各
戸
の
構
成
員
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
農
業

経
営
に
隠
然
た
る
力
を
発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
代
の
地
方
行
政
組
織
で
あ
る
郡
―
里
・
郷
制
の
行
政
運
用
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
勘
案
し
、
実
に
合
理
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
は
、
各
地
の
遺
跡
に
お

け
る
出
土
文
字
資
料
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
郡
家
と
里
・
郷
の
運
用
実
態
、
郡
内
の
分
割
統
治
、
郡
家
所
在
郷
、
里
長
・
里
刀
自

は
じ
め
に

❶
郡
の
分
割
支
配

❷
郡
家
所
在
郷

❸
郡
家
所
在
郷
の
あ
り
方

❹「
里
長
」・「
里
刀
自
」

古
代
の
郡
家
と
里
・
郷

平
川
南

﹇
論
文
要
旨
﹈
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は
じ
め
に

古
代
日
本
に
お
い
て
は
、
地
方
を
領
域
支
配
す
る
行
政
機
構
と
し
て
、
国
・
郡
・

里
（
の
ち
に
郷
）
制
を
施
行
し
た
。
各
機
構
で
は
国
司
・
郡
司
・
里
長
（
郷
長
）
が

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
担
当
し
た
。

そ
の
実
態
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
配
慮
し
な
が
ら
合
理
的
に
運
用
さ

れ
た
。
国
の
場
合
、
国
内
の
行
政
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
に
道
前
・
道
後
と
い
う

分
割
方
式
が
実
践
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
郡
の
場
合
は
、
文
献
史
料
な

ど
で
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
近
年
出
土
文
字
資
料
の
増
加
に
よ

り
、
郡
内
統
治
の
具
体
像
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
郡
家
と
郡
家

別
院
の
存
在
な
ど
、
郡
内
の
分
割
統
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
核
と
な
っ
た
郡
家
と
い
う
行
政
機
関
を
、
郡
内
の
い
か
な
る
郷

に
設
置
し
た
の
か
。
郡
家
所
在
郷
と
さ
れ
る
、「
大
家
（
大
宅
）
郷
」・〝
郡
名
〞
郷
・「
郡

家
郷
」
の
関
連
性
と
変
遷
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
、
郡
家
が

所
在
す
る
郷
は
他
の
郷
と
徭
役
労
働
な
ど
の
負
担
に
お
い
て
、
相
違
が
な
か
っ
た
の

か
を
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
里
・
郷
の
行
政
・
農
業
経
営
等
の
実
質
的
な
担
い
手
と
考
え
ら
れ
る
「
里

長
」「
里
刀
自
」
の
役
割
と
そ
の
呼
称
自
体
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

小
稿
は
、
筆
者
の
目
指
す
古
代
地
域
社
会
の
実
像
を
描
く
一
連
の
作
業
工
程
の
一

テ
ー
マ
「
郡
家
と
里
・
郷
」
に
関
す
る
試
論
で
あ
り
、
近
年
の
各
地
の
出
土
文
字
資

料
に
よ
る
検
討
を
中
心
に
、
郡
家
と
里
・
郷
の
運
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

❶
郡
の
分
割
支
配

一
．郡
の
分
割
支
配
の
実
例

古
代
国
家
の
地
方
行
政
は
、
各
国
ご
と
に
国
―
郡
―
里
（
郷
）
と
い
う
三
段
階
の

組
織
か
ら
成
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
国
内
の
行
政
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
に
、

道
前
・
道
後
と
い
う
方
式
が
実
践
さ
れ
た
。
国
内
を
二
分
し
、
都
に
近
い
地
域
を
道

前
（「
道
口
」
と
も
書
く
）、
遠
い
地
域
を
道
後
と
す
る
広
域
行
政
区
画
を
設
定
し
た

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、早
川
庄
八
氏
に
よ
っ
て
正
倉
院
文
書
「
伊
勢
国
計
会
帳
」（
八

世
紀
）
の
国
符
（
行
下
符
一
条
）
に
記
載
さ
れ
た
道
前
・
道
後
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
）
1
（

。
九
月
の
稲
の
収
穫
期
に
そ
の
熟
不
を
点
検
す
る
た
め
に
、
国
府
か
ら
少
掾

（
替
わ
り
に
国
博
士
）
が
道
前
に
、
少
目
（
替
わ
り
に
大
目
）
が
道
後
に
そ
れ
ぞ
れ

国
符
を
携
え
て
発
遣
さ
れ
た
。
伊
勢
国
の
場
合
、国
府
所
在
郡
の
鈴
鹿
郡
を
中
心
に
、

道
前
・
道
後
が
分
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
一
国
内
の
道
前
・
道
後
方
式
の
よ
う
に
、
一
郡
内
に
お
い
て
も
分
割

支
配
を
実
施
し
て
い
た
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

1
．丹
波
国
氷
上
郡

南
北
に
細
く
の
び
る
日
本
列
島
の
本
州
を
縦
断
す
る
中
央
分
水
界
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
標
高
の
低
い
場
所
が
現
兵
庫
県
丹
波
市
氷
上
町
石い
そ
う生
で
あ
る
。
加
古
川
水

系
と
由
良
川
水
系
の
平
地
分
水
界
「
水
分
れ
」
で
、
海
抜
わ
ず
か
に
九
五
メ
ー
ト
ル

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
「
水
分
れ
」
を
中
心
と
す
る
地
域
に
、
古
代
の
氷
上
郡
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
氷
上
郡
内
の
郷
に
つ
い
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』（
以
下
、『
和
名
抄
』

と
記
す
）
の
諸
本
に
か
な
り
の
相
異
が
み
ら
れ
る
）
2
（

。

○
高
山
寺
本

①
栗
作
、
②
挙
田
、
③
原（
マ
マ
）屓以
曽
不
、
④
船
城
、
⑤
春
部
、
⑥
美
和
、
⑦
竹
田
、
⑧

前
山
以
上

東
縣
、
⑨
佐
治
、
⑩
伊
中
、
⑪
賀
茂
、
⑫
氷
上
、
⑬
石
前
、
⑭
葛
野
、

⑮
沼
貫
、
⑯
井
原
以
上

西
縣

○
名
古
屋
市
博
本

高
山
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
異
な
る
点
は
、
③
原
屓
↓
石
負
、
⑰
石
上
、
⑱
余
戸
で
東
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縣
・
西
縣
の
注
記
は
な
い
。

○
大
東
急
文
庫
本
・
元
和
古
活
字
本

⑧
前
山
、
⑦
竹
田
、
⑥
美
和
、
⑤
春
部
、
④
船
城
、
⑨
佐
沼
（
マ
マ
）、
⑩
伊
中
、
⑪
賀
茂
、

⑫
氷
上
、
③
石
生
、
⑱
余
戸

諸
本
の
間
で
郷
数
の
相
異
も
あ
る
が
、
高
山
寺
本
・
名
古

屋
市
博
本
で
は
栗
作
・
船
城
〜
前
山
と
配
列
さ
れ
て
い
る
の

に
、
大
東
急
文
庫
本
・
元
和
古
活
字
本
で
は
前
山
〜
船
城
と

逆
に
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
佐
治
以
下
の
郷
名
に
は
配
列

に
変
化
が
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
氷
上
郡
内
は
、
栗
作
〜
前
山
と
佐
治
〜

氷
上
・
井
原
の
二
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

③
石
生
（
負
）
郷
だ
け
が
両
グ
ル
ー
プ
間
で
一
定
し
な
い
も

の
の
、こ
の
二
グ
ル
ー
プ
は
高
山
寺
本
が
表
記
す
る
「
東
縣
」

「
西
縣
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
氷
上
郡
を
東
西
に
行
政
区
分

す
る
両
縣
は
、
延
久
四
（
一
〇
七
二
）
年
九
月
五
日
の
太
政

官
牒
（
石
清
水
田
中
家
文
書
、『
平
安
遺
文
』
一
〇
八
三
号

文
書
）
に
「
氷
上
東
縣
司
」
と
史
料
上
初
見
す
る
。

（
前
略
）

丹
波
国
壹
處

字
安
田
園

氷
上
郡

田
地
拾
町

四
至
東
限
山

西
限
津
坂

南
限
見
長
里
逆
仟
佰

枌
山

北
限
毛
坂
山

右
、
同
符

、
同
勘
奏

、
宮
寺
牒
氷
上
東
縣
司
長

元（
一
〇
三
四
）

七
年
十
一
月
廿
九
日
状
云
、（
下
略
）

図１ 山垣遺跡・市辺遺跡と古代氷上郡内郷名比定

こ
こ
に
み
え
る
安
田
園
は
古
代
の
挙
田
郷
内
に
属
す
る
と
比
定
さ
れ
、
挙
田
郷
は

高
山
寺
本
の
注
記
「
東
縣
」
に
属
す
る
。
年
代
の
降
る
史
料
で
あ
る
が
、
八
世
紀
段

階
の
氷
上
郡
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
以
下
の
地
形
的
特
徴
な
ど
の
要
素
を
加

味
す
る
な
ら
ば
、
十
分
に
意
義
あ
る
史
料
と
い
え
る
。

氷
上
郡
は
中
国
山
地
に
位
置
し
、
中
世
に
各
郷
を
中
心
と
し
て
荘
園
化
さ
れ
、
そ

竹

田

川

→至　
由良川

加
古

川
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の
後
、
大
き
な
改
変
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
郡
内
に
は
、
古
代
の
郷
名
が
ほ

と
ん
ど
完
全
に
遺
存
し
て
い
る
。
氷
上
郡
の
石
生
の
地
（
現
氷
上
町
東
部
）、
古
代

の
石
生
〈
負
〉
郷
は
、
加
古
川
水
系
と
由
良
川
水
系
の
平
地
分
水
界
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
氷
上
郡
の
東
部
を
流
れ
る
竹
田
川
は
由
良
川
を
経
て
、
日
本
海

に
流
れ
込
み
、
一
方
、
西
部
を
流
れ
る
佐
治
川
・
葛
野
川
は
加
古
川
を
経
て
瀬
戸
内

海
（
播
磨
灘
）
に
注
い
で
い
る
地
形
的
に
特
異
な
地
域
で
あ
る
。
先
に
み
た
郷
名
の

う
ち
、
石
生
郷
が
両
グ
ル
ー
プ
間
で
一
定
し
な
い
の
は
、
こ
の
両
地
域
の
分
水
界
に

位
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
容
易
に
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

氷
上
郡
の
郡
家
が
郡
名
を
負
う
氷
上
郷
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
部
の
氷
上
郷
に
郡
家
が
設
置
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
郡
家
と

隔
絶
さ
れ
た
異
な
る
水
系
に
発
展
し
た
東
部
地
区
に
は
郡
家
の
〝
支
所
〞
で
あ
る
郡

家
別
院
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
郡
家
（
郡
家
関
連
施
設
）
と
郡
家
別

院
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
市
辺
遺
跡
と
山
垣
遺
跡
で
あ
る
。

2
．甲
斐
国
山
梨
郡

『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本
の
甲
斐
国
山
梨
郡
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
梨
郡

於
曽
・
能
呂
・
林
戸
波
也

之

井
上
井
乃

倍

玉
井
多
萬
乃
井
已
上
五

郷
爲
山
梨
東
郡

石
禾
伊
佐

波

表
門

宇
波

止

山
梨
也
萬

奈
之

加
美

大
野
於
保
乃
已

上
五
郷
爲

山
梨

西
郡

於
曽
・
能
呂
・
林
戸
（
部
）・
井
上
・
玉
井
の
五
郷
を
「
東
郡
」、
石
禾
・
表
門
・

山
梨
・
加
美
・
大
野
の
五
郷
を
「
西
郡
」
と
二
分
し
て
い
る
。

こ
の
一
〇
郷
の
う
ち
、
現
在
地
名
と
し
て
遺
る
も
の
は
、
於
曽
（
甲
州
市
上
於
曽
・

下
於
曽
）、能
呂（
甲
州
市
野
呂
）、井
上（
笛
吹
市
井
之
上
）、石
禾（
笛
吹
市
石
和
町
）、

表
門
（
甲
府
市
和
戸
町
）、
大
野
（
山
梨
市
大
野
）
の
六
郷
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
古
代
の
山
梨
郡
域
内
の
発
掘
調
査
で
、
郷
名
を
刻
書
・
墨
書
し
た
次
の

よ
う
な
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

○
笛
吹
市
一
宮
町
東
原
、
松
原
遺
跡
出
土
、
土
師
器
坏
（
九
世
紀
）
墨
書
「
林
戸
」

○
一
宮
町
坪
井
、
大
原
遺
跡
出
土
、
土
師
器
坏
（
九
世
紀
）
墨
書
「
玉
井
郷
長
」

○
甲
府
市
横
根
町
、
大
坪
遺
跡
出
土
、
土
師
器
皿
（
九
〜
一
〇
世
紀
）
刻
書
「
甲

斐
国
山
梨
郡
表
門
×

以
上
の
こ
と
か
ら
各
郷
の
現
地
比
定
を
お
こ
な
う
と
、
東
郡
と
西
郡
を
分
け
て
い

る
の
は
、
現
河
道
で
い
え
ば
、
上
流
か
ら
塩
川
・
重
川
そ
し
て
笛
吹
川
と
い
う
ラ
イ

ン
と
な
る
。
な
お
、
一
九
六
二
年
に
東
山
梨
郡
（
現
甲
州
市
）
勝
沼
町
柏
尾
の
柏
尾

経
塚
で
発
見
さ
れ
た
康
和
五
（
一
一
〇
三
）
年
在
銘
鋳
銅
製
経
筒
に
、
次
の
よ
う
な

主
旨
の
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
た
。

【図２】刻書土器「甲斐国山梨郡表門×」
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図3　甲斐国山梨郡内郷名比定

甲
斐
国
に
入
っ
た
勧
進
僧
の
寂
円
が
、
康
和
二
（
一
一
〇
〇
）
年
正
月
に
「
東
海

道
甲
斐
国
山
東
郡
内
牧
山
村
」
米
沢
寺
の
千
手
観
音
の
前
に
お
い
て
如
法
経
書
写
を

発
願
し
た
と
あ
る
。
こ
の
米
沢
寺
の
位
置
は
、
旧
東
山
梨
郡
（
現
山
梨
市
）
牧
丘
町

杣
口
の
米
沢
山
雲
峰
寺
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
米
沢
寺
の
位
置
関
係
か
ら
も
、

「
山
東
郡
」
は
『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本
「
山
梨
東
郡
」
の
こ
と
と
み
て
間
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

郡
名
と
郷
名
の
関
係
か
ら
、
山
梨
郡
家
は
山
梨
郷
に
設
置
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

そ
の
郷
域
に
比
定
さ
れ
る
笛
吹
市
春
日
居
町
の
初
期
国
府
付
近
に
山
梨
郡
家
が
想
定

で
き
る
。
古
代
の
山
梨
郡
は
お
そ
ら
く
笛
吹
川
・
重
川
を
挟
ん
で
東
西
に
二
分
さ
れ

た
行
政
が
実
施
さ
れ
、
次
節
で
述
べ
る
氷
上
郡
の
行
政
統
治
方
式
と
同
様
、
東
郡
地

域
に
は
郡
家
別
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

3
．陸
奥
国
磐
城
郡

○
小こ
ち
ゃ
え
ん

茶
円
遺
跡
〔
い
わ
き
市
平
山
崎
〕

小
茶
円
遺
跡
は
、
平た
い
らの

市
街
地
東
方
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
夏
井
川
下
流
右
岸
に

位
置
す
る
。
太
平
洋
の
海
岸
よ
り
西
へ
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
陸

奥
国
磐
城
郡
磐
城
郷
に
属
す
る
地
域
で
あ
る
。
磐
城
郡
家
に
比
定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡

は
、
小
茶
円
遺
跡
の
南
東
方
向
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
南
西
方
向
約

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
は
、
延
喜
式
内
社
の
大
国
魂
神
社
が
所
在
す
る
。

一
九
九
〇
年
度
調
査
の
結
果
、
調
査
範
囲
の
南
側
区
域
よ
り
古
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
水
田
跡
が
数
面
確
認
さ
れ
た
。
掘
立
柱
建
物
二
四
棟
、
竪
穴
住
居
五
二
棟
、

井
戸
を
含
む
土
坑
一
八
三
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
の
大
半
は
、
お
お
よ

そ
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
代
に
入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
は
、
木
簡
の
ほ
か
に
緑
釉
陶
器
五
二
点
、
灰
釉
陶
器

九
三
点
、
カ
ラ
カ
マ
ド
二
個
体
、
風
字
硯
一
点
で
あ
る
）
3
（

。
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一
号
木
簡

・「
判
祀
郷
戸
主
生
部
子
継
正
税

」

・「
大〃

〃

〃

〃

〃

〃

同
元
年
九
月
□
□
日
『
大
同
元
﹇
年
脱
カ
﹈

十
月
三
日
』」

227
×
16
×
2

051

（2）
・
「
＜
玉
造
郷
戸
主
□
部
□
□
□

□〔戸
ヵ
〕□□
□
□

」

・
「
＜

『
□
﹇
山
マ
ヵ
﹈

□
神

□
』

」

245
×
37
×
9

039

（3）
・
「
□
〔
判
祀
ヵ
〕□郷

生
マ
足
人
一
石
」

・
「
『
□
廣
寸
□
』

」

156
×
27
×
4

051

（4）
「

□
福
里
戸
主
丈
マ
□
×

穀
一
石

（113）
×
33
×
4

019

（5）
「
＜
飯
野
郷

戸
主
□
□
□
〔
君
ヵ
〕万

呂

□
□
宮
万
呂

（211）
×
29
×
11

039

（1）
（2）
（5）
の
郷
名
は
、『
和
名
抄
』
陸
奥
国
磐
城
郡
条
に
み
え
る
「
白
田
郷
」「
玉
造
郷
」

「
飯
野
郷
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
（3）
は
「
判
祀
郷
」
と
判

読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
の
年
代
は
、
郡
里
制
の
八
世
紀
初
頭
以
前
と
、
郡
郷
制
の
八
世
紀
中
葉
以
降

に
わ
か
れ
、
木
簡
記
載
の
郷
名
は
、
磐
城
郡
の
北
部
の
郷
の
み
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

【図5】根岸遺跡出土木簡「判祀郷」

【図4】小茶円遺跡出土簡
　　　「判祀郷」

方
形
で
隅
柱
を
も
ち
、
長
方
形
の
割
板
を
横
位
に
重
ね
て
側
板
と
し
た
井
戸
枠
内

よ
り
木
簡
は
出
土
し
た
。
表お
も
て面

に
は
郷
名
（「
判
祀
郷
」）
＋
人
名
＋
「
正
税
」
と
記

さ
れ
、
裏
面
に
は
年
「
大
同
元
年
（
八
〇
六
）」
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
貢
進
物
付

札
で
あ
る
。
裏
面
は
一
旦
書
い
た
年
月
日
を
削
消
し
、改
め
て
『
大
同
元
十
月
三
日
』

と
記
載
し
て
い
る
。「
判
祀
郷
」
は
『
和
名
抄
』
に
磐
城
郡
の
郷
名
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
郷
名
が
九
世
紀
前
半
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

○
根
岸
遺
跡
〔
い
わ
き
市
平
下
大
越
〕

陸
奥
国
磐
城
郡
家
と
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
の
一
九
九
六
年
度
第
九
次
調
査
（
遺
跡
中

央
の
沢
部
と
そ
の
周
縁
部
）
で
木
簡
を
含
む
遺
物
の
廃
棄
場
を
検
出
し
、
木
簡
が

一
九
点
自
然
沼
地
か
ら
出
土
し
た
）
4
（

。

（1）
「

泊
田
郷
置
□
□
〔
参
束
ヵ
〕

□
楯
縫

楯
縫
□

三
束

右
□
□

□
訖
□
□
」

494
×
30
×
11

011
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「
判
祀
」
は
、
小
茶
円
遺
跡
お
よ
び
根
岸
遺
跡
出
土
木
簡
に
「
判
祀
郷
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
木
簡
の
「
判
祀
」
に
は
、
郷
の
表
記
は
な
い
も
の
の
、

判
祀
郷
の
略
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
の
郷
名
の
訓
み
は
、
例
え
ば
大
東
急
記
念
文
庫

本
『
和
名
抄
』
に
淡
路
国
三
原
郡
の
幡
多
郷
の
場
合
を
「
波
多
」（
ハ
タ
）、
遠
江
国

長
下
郡
幡
多
郷
の
場
合
を
「
判
多
」（
ハ
タ
）
と
訓
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
照

す
れ
ば
、「
判
祀
」
は
〝
ハ
シ
〞
と
な
ろ
う
。

『
和
名
抄
』
に
全
く
記
載
の
な
い
郷
名
「
判
祀
郷
」
が
小
茶
円
遺
跡
で
は
じ
め
て

確
認
さ
れ
、同
郡
内
の
地
点
を
異
に
す
る
根
岸
遺
跡
お
よ
び
大
猿
田
遺
跡
か
ら
も「
判

祀
郷
」
と
記
す
木
簡
が
出
土
し
た
。『
和
名
抄
』
に
記
載
の
な
い
郷
名
が
三
遺
跡
か

○
大お
お

猿さ
ん

田だ

遺
跡
〔
い
わ
き
市
田
倉
町
中
島
〕

大
猿
田
遺
跡
は
根
岸
遺
跡
の
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
方
に
位
置
し
て
い
る
。遺
物
・

遺
構
の
あ
り
方
か
ら
、
官
衙
に
密
接
に
関
連
す
る
木
製
品
・
須
恵
器
・
鉄
な
ど
の
生

産
遺
跡
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
は
、
八
世
紀
後
半
の
土
器
と
多
量
の
木
製
品
と
と
も
に
溝
跡
か
ら
出
土
し
て

い
る
）
5
（

。

一
号
木
簡

・
「
判
祀
十
六

少
丁
一

・
「
―
―
―
―
―
―
―

（102）
×

（12）
×
3

081

ら
同
一
表
記
で
計
三
点
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
的
に
み
て
も
類
例
が
な
く
き
わ

め
て
意
義
深
い
。

二
号
木
簡

・
「
＜
玉
造
郷
四
斗
」

・
「
＜
七
月
廾
日
」

110
×
17
×
2

032

  

石
足
二
斗

五
号
木
簡

□〔筑
ヵ
〕山
三
斗

・
「
＜
白
田

□

三
斗
合
五
斗
□
〔
巳
上
ヵ
〕□」

・
「
＜
『
欠
二
升
』

  

」

215
×
24
×
3

032

大
猿
田
遺
跡
の
地
は
、
古
代
の
磐
城
郡
玉
造
郷
に
含
ま
れ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
本
遺
跡
出
土
木
簡
中
の
「
白
田
郷
」
と
「
玉
造
郷
」
は
近
接
し
た
位
置
に

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
和
名
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
「
判
祀

郷
」
も
磐
城
郡
の
最
北
部
に
想
定
さ
れ
、
お
そ
ら
く
「
端
」（
ハ
シ
）
と
い
う
の
が
、

本
来
の
地
名
で
は
な
い
か
。
類
例
で
い
え
ば
、「
出
羽
」
は
越
後
国
が
も
っ
と
も
端

の
郡
す
な
わ
ち
「
出
で
端
（
い
で
は
）」
郡
（
出
羽
郡
）
と
し
て
和
銅
元
（
七
〇
八
）

年
に
建
郡
し
た
。
そ
の
「
端
」
が
〝
好よ

き
文
字
〞
二
字
で
「
判
祀
」
と
表
記
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
点
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
大
猿
田
遺
跡
の
工
房
跡
お
よ
び
そ
の
附
属
施

設
は
、「
白
田
郷
」「
玉
造
郷
」
な
ど
工
房
の
近
隣
郷
か
ら
の
労
働
力
や
物
資
に
よ
っ

て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
根
岸
遺
跡
お
よ
び
大
猿
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
み
え
る
郷
名

は
、『
和
名
抄
』
で
磐
城
郷
以
北
に
記
載
さ
れ
た
郷
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
磐
城
郷

以
北
の
各
郷
の
比
定
地
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

磐
城
郷

郡
家
所
在
郷
を
郡
名
と
共
通
す
る
磐
城
郷
と
す
れ
ば
、
郡
家
跡
で
あ
る
根

岸
遺
跡
や
郡
符
木
簡
の
出
土
し
た
荒
田
目
条
里
遺
跡
一
帯
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

【図6】大猿田遺跡出土木簡
　　　「判祀（郷）」
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飯
野
郷

現
在
の
い
わ
き
市
大
字
平
下
平
窪
・
好
間
町
中
好
間
・
内

郷
御
台
境
町
を
中
心
と
す
る
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
（
吉

田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』。
以
下
「
地
名
辞
書
」
と

記
す
）。

小
高
郷

現
在
の
い
わ
き
市
大
字
小
川
町
高
萩
・
上
平
を
中
心
と
す

る
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
（
地
名
辞
書
）。

片
依
郷

現
在
の
い
わ
き
市
大
字
上
片
寄
・
下
片
寄
を
中
心
と
す
る

あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
（
筆
者
説
）。

白
田
郷

現
在
の
楢
葉
町
南
部
か
ら
広
野
町
に
か
け
て
の
一
帯
に
比

定
さ
れ
る
（
地
名
辞
書
）。

玉
造
郷

現
在
の
い
わ
き
市
大
字
四
倉
町
玉
山
・
中
島
を
中
心
と
す

る
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
（
地
名
辞
書
）。
大
字
玉
山
は
、

玉
造
に
関
連
の
あ
る
地
名
で
あ
ろ
う
。

楢
葉
郷

現
在
の
楢
葉
町
大
字
北
田
・
大
谷
・
上
繁
岡
・
波
倉
・
井

出
か
ら
富
岡
町
に
か
け
て
の
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
（
地
名

辞
書
）。

〔
以
上
は
主
と
し
て
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

7

福
島
県
』（
角

川
書
店

一
九
八
一
年
）
に
よ
る
〕

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ
る
上
記
の
比
定
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

磐
城
郡
北
半
部
の
郷
名
は
、
ほ
ぼ
時
計
回
り
に
南
か
ら
北
に
向
か
っ

て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
郷
の
配
置
か
ら
、
磐
城
郡
は
磐
城
郡
家
所
在
郷
を
中

心
と
し
て
、
南
と
北
に
二
分
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

ま
た
、
磐
城
郡
家
に
比
定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
お
よ
び
郡
直
営
工
房

と
さ
れ
る
大
猿
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
租
税
お
よ
び
傜
役

労
働
負
担
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
木
簡
に
記
さ
れ
た
郷
名
が

い
ず
れ
も
磐
城
郡
北
半
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
は
、
郡
の
南
北

【図8】古代の磐城郡北部郷名比定

【図7】大猿田遺跡出土木簡「玉造郷」「白田郷」
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分
割
支
配
が
行
政
上
、
十
分
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
も
の
と
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

二
．郡
家
と
郡
家
別
院

郡
符
木
簡
は
あ
く
ま
で
も
公
式
令
符
式
に
基
づ
く
書
式
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
郡

符
は
宛
所
を
明
記
す
る
。
郡
の
命
令
は
宛
先
に
対
し
て
な
さ
れ
る
。
人
の
召
喚
は
、

宛
先
を
通
し
て
行
わ
れ
、
宛
先
の
責
任
者
が
召
喚
さ
れ
る
べ
き
人
を
引
き
連
れ
て
、

郡
符
を
持
参
の
う
え
、
召
喚
を
命
じ
た
所
に
参
向
す
る
。
そ
の
と
き
、
郡
司
の
発
行

し
た
符
は
身
分
証
明
書
の
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
郡
符
木
簡
は
、
宛
所
で
は
廃
棄
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
宛
所
（「
○
○
里
長
」
な
ど
）
を
も
っ
て
遺
跡
の
性
格
（
た
と
え
ば
〝
里
家
〞

な
ど
）
と
直
結
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
召
喚
を
内
容
と
す
る
郡
符
は

召
喚
を
命
じ
た
所
で
廃
棄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
召
喚
を
命
じ
た
所
は
、
ま
ず

郡
符
の
差
出
で
あ
る
郡
家
が
想
定
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、郡
家
の
所
管
す
る
施
設
、

い
い
か
え
れ
ば
郡
家
関
連
施
設
が
召
喚
人
の
赴
く
召
喚
を
命
じ
た
所
と
な
る
ケ
ー
ス

も
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
）
6
（

。

A
．
山
垣
遺
跡
〔
兵
庫
県
丹
波
市
春
日
町
〕

山
垣
遺
跡
は
、
次
の
五
条
件
か
ら
遺
跡
の
性
格
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

㋑
山
垣
遺
跡
の
遺
構
は
規
模
が
若
干
小
さ
い
と
は
い
え
、
官
衙
施
設
の
形
態
を
有
す

る
。

㋺
長
屋
王
家
跡
を
は
じ
め
、
山
垣
遺
跡
・
新
潟
県
長
岡
市
八
幡
林
官
衙
遺
跡
な
ど
、

数
多
く
の
遺
跡
出
土
の
木
簡
の
う
ち
に
、
紙
の
書
状
送
付
の
さ
い
に
、
二
枚
の
板
、

ま
た
は
一
枚
を
割
り
さ
い
て
そ
れ
に
書
状
を
は
さ
ん
で
紐
で
し
ば
り
、
そ
の
紐
の

上
か
ら
「
封
」
の
文
字
ま
た
は
墨
点
を
打
ち
、
封
印
し
た
こ
と
を
示
す
木
簡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
木
簡
は
封
緘
木
簡
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
山
垣
遺
跡
出

土
の
封
緘
木
簡
の
宛
所
「
丹
波
国
氷
上
郡
」
は
、
こ
の
種
の
木
簡
の
特
性
と
し
て

宛
先
で
封
印
が
解
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
宛
先
は
そ
の
出
土
木
簡
と
直
結
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
封
緘
木
簡
は
郡
符
木
簡
と
全
く
異
な
る
性
質
の
木

簡
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
氷
上
郡
（
家
）
宛
の
封
緘
木
簡
（
図
9
）
が
出
土

し
た
本
遺
跡
は
、
当
然
郡
家
相
当
の
施
設
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

㋩
氷
上
郡
は
地
形
上
、
水
系
で
東
西
に
二
分
さ
れ
る
。
西
部
（
の
ち
の
氷
上
西
縣
）

の
氷
上
郷
に
郡
家
が
お
か
れ
、
東
部
（
の
ち
の
氷
上
東
縣
）
の
交
通
の
要
衝
で
あ

る
春
部
里
（
郷
）
に
は
郡
家
の
別
院
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

㋥
春
部
里
長
ほ
か
の
、
お
そ
ら
く
東
部
各
里
長
宛
の
郡
符
木
簡
は
、
郡
の
施
設
へ
の

召
喚
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

山
垣
遺
跡

郡
符
木
簡

・「
符
春
部
里
長
等

竹
田
里
六
人
部

□
□

□
依
而
□

」

・「
春
マ
君
広
橋

神
直
与
□

春
マ
鷹
麻
呂

右
三
人

□〔
部
ヵ
〕里
長
□〔
弟
足
ヵ
〕□木
参
出
来
四
月
廿
五
日

碁
萬
侶

少
領

今
日
莫
不
過
急
々

□

」

619
×
52
×
7

011

㋭
山
垣
遺
跡
は
現
地
名
（
春
日
町
）
か
ら
も
古
代
の
春
部
里
内
に
属
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
し
か
し
、郡
家
の
別
院
が
春
部
里
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
理
解
し
、

墨
書
土
器
「
春
マ
里
長
」
を
は
じ
め
春
部
関
係
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
を

春
部
里
家
と
直
結
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
。
郡
家
の
別
院
は
、
郡
司
の
常
駐
と

春
マ
里
長
を
は
じ
め
東
部
の
各
里
長
の
頻
繁
な
出
仕
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

【図9】封緘木簡
「丹波国氷上郡」
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郡
家
に
別
院
が
設
け
ら
れ
た
例
は
、
文
献
史
料
上
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
九
月
己
卯
条

摂
津
職
言
、
河
辺
郡
玖
左
佐
村
、
山
川
遠
隔
、
道
路
嶮
難
。
由
レ
是
、
大
宝
元
年

始
建
二
館
舎
一
。
雑
務
公
文
、
一
准
二
郡
例
一
。
請
置
二
郡
司
一
。
許
レ
之
。
今
能
勢

郡
是
也
。

○
『
朝
野
群
載
』
巻
二
二
・
国
務
条
々
事
（
抜
粋
）（
傍
線
は
筆
者
）

一

擇
二
吉
日
一
、
可
レ
度
二
雑
公
文
一
由
、
牒
‐ニ
送
前
司
一
事

（
略
）
次
勘
二
官
舎
一
。
神
社
。
学
校
。
孔
子
庿
堂
。

祭
器
。
国
庁
院
。
共
郡
庫
院
。
駅
館
。
厨

家
。
及
諸
郡
院
。
別
院
。
駅
家
。
仏
像
。
国
分
二
寺
堂
塔
。
経
論
等
。

二
史
料
の
な
か
で
も
、
と
く
に
八
世
紀
前
半
の
令
制
当
初
の
『
続
日
本
紀
』
の
記

事
が
注
目
さ
れ
る
。
摂
津
職
河
辺
郡
の
郡
家
は
『
和
名
抄
』
の
「
郡
家
郷
」
に
設
置

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
の
伊
丹
市
中
心
部
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
本

史
料
に
よ
れ
ば
、
河
辺
郡
玖
左
佐
村
（
現
豊
能
郡
能
勢
町
）
が
郡
家
か
ら
遠
く
離
れ

て
い
る
う
え
に
そ
こ
ま
で
の
道
が
険
し
く
、
行
政
上
不
便
な
た
め
に
、
大
宝
元
年
段

階
に
館
舎
を
建
て
て
郡
務
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
令
制
当
初
か
ら
河
辺
郡
の
郡
家

の
別
院
が
玖
左
佐
村
に
建
置
さ
れ
、
和
銅
六
年
の
時
点
で
、
能
勢
郡
と
し
て
正
式
に

分
立
し
た
の
で
あ
る
。

従
来
、
郷
ま
た
は
相
接
し
た
数
郷
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
正
倉
別
院
い
わ
ゆ
る
郷
倉

の
存
在
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
令
制
郡
そ
の
も
の
が
、
摂
津
国
河
辺
郡

の
よ
う
な
矛
盾
を
内
包
し
た
ま
ま
形
式
上
設
定
さ
れ
、
そ
の
設
置
当
初
か
ら
行
政
実

務
に
即
応
さ
せ
た
形
で
別
院
建
置
が
各
地
で
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら

れ
る
。

B
．
市
辺
遺
跡
〔
兵
庫
県
丹
波
市
氷
上
町
〕

市
辺
遺
跡
は
氷
上
郡
家
所
在
郷
と
さ
れ
る
氷
上
郷
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
遺
跡

は
加
古
川
近
く
の
不
安
定
な
地
形
に
立
地
し
、
山
陰
道
は
遺
跡
の
東
、
山
際
近
く
を

走
る
と
想
定
さ
れ
、
建
物
規
模
・
方
位
・
配
置
な
ど
か
ら
み
て
も
、
郡
家
の
中
心
施

設
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
加
古
川
水
運
を
も
含
め
た
郡
家
の
実
務

的
施
設
の
性
格
を
も
つ
遺
跡
と
想
定
で
き
る
。

六
号
木
簡

「
＜
（
墨
点
）

沙
進
送
＜
」

530
×
48
×
8

043

市
辺
遺
跡
か
ら
も
封
緘
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
本
木
簡
は
、長
さ
五
三
セ
ン
チ
、

幅
約
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
約
一
セ
ン
チ
の
大
型
の
封
緘
木
簡
で
、
し
か
も
完
形
で
あ
る
。

製
作
方
法
は
、
ま
ず
厚
さ
一
セ
ン
チ
の
一
枚
の
板
材
を
、
羽
子
板
状
に
整
形
、
表
・

裏
両
面
を
平
滑
に
し
、
上
下
左
右
の
四
辺
を
調
整
、
左
右
か
ら
の
切
欠
き
を
体
部
の

上
端
・
下
端
に
入
れ
る
。
次
に
、
厚
手
の
一
枚
の
材
を
頭
部
か
ら
羽
子
板
状
の
柄
の

上
部
ま
で
割
り
さ
い
て
い
る
。
頭
部
は
当
初
方
形
の
状
態
で
割
り
さ
き
、そ
の
の
ち
、

方
形
の
角
を
落
と
し
て
山
形
状
に
仕
上
げ
て
い
る
。

封
緘
木
簡
の
場
合
、
上
書
き
は
書
状
に
か
か
わ
る
文
言
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ

の
場
合
、「

沙
」
は
「
返
抄
」
と
理
解
す
る
以
外
は
想
定
し
が
た
い
。
し
か
し
、

通
常
の
「
返
抄
」
で
は
な
く
「

沙
」
と
表
記
し
て
い
る
。
た
だ
、「
迸
」
↓
拼
、

遷
↓

・

と
通
用
し
、「
返
」
も
「

」
の
書
体
が
通
用
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

「

」
は
誤
字
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
返
」
と
通
用
し
た
と
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
封
緘
木
簡
の
上
書
き
は
、差
出
・
宛
所
を
明
記
し
な
い
で
、「
返
抄
」と
い
う〝
文

書
の
領
収
〞
の
意
味
と
「
進
送
」
と
い
う
上
申
の
形
で
送
付
し
た
こ
と
を
示
す
文
言

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
記
載
の
し
か
た
か
ら
判
断
し
て
、
同
一
行
政

機
構
内
の
や
り
と
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
垣
遺
跡
に
お
か
れ
た
別
院
か
ら
氷

【図10】封緘木簡
　　　　「 沙進送」
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上
郡
本
院
に
宛
て
た
ケ
ー
ス
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

市
辺
遺
跡
出
土
木
簡
の
主
要
な
意
義
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
年
代
を
示
す
木
簡
の
う
ち
、一
号
木
簡
「
石
前
郷
野
家
里
」
は
郷
里
制
下
（
七
一
七

〜
七
四
〇
年
）
の
も
の
、
七
号
木
簡
「
石
前
里
」
は
郡
里
制
下
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
木
簡
の
年
代
は
、
全
体
的
に
八
世
紀
前
半
と
し
て
間
違
い
な
く
山

垣
遺
跡
出
土
木
簡
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
と
み
て
よ
い
。

②
一
号
木
簡
に
は
国
が
遣
わ
し
た
僧
が
み
ら
れ
、
四
号
木
簡
は
国
司
が
郡
家
や
隣
接

す
る
駅
家
な
ど
に
滞
在
し
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
郡
家
と
国
府
と
の
交

流
の
姿
を
具
体
的
に
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、『
延
喜
式
』（
兵
部
）
の

丹
波
国
星
角
駅
家
は
、
山
際
近
く
を
走
る
と
想
定
さ
れ
る
山
陰
道
沿
い
に
比
定
さ

れ
て
い
る
。

③
氷
上
郷
内
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
市
辺
遺
跡
出
土
の
木
簡
は
、
西
縣
と
さ
れ

た
郷
の
う
ち
の
「
石
前
里
」「
石
前
郷
」
に
か
か
わ
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
ま

た
、「
宗
部
里
」
も
含
め
て
各
里
（
郷
）
を
管
理
し
、
国
司
お
よ
び
国
か
ら
派
遣

さ
れ
た
僧
侶
に
対
応
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
郡
家
施
設
を
想
定
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
出
土
木
簡
か
ら
判
断
し
て
、
市
辺
遺
跡
は
氷
上
郡
に
お
か
れ

た
氷
上
郡
家
に
か
か
わ
る
施
設
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

④
山
垣
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
別
院
と
は
い
え
中
核
施
設
を
囲
む
大
溝
に
投
棄
さ
れ
た

も
の
で
、
郡
符
木
簡
を
は
じ
め
と
し
て
郡
家
発
行
の
重
要
な
文
書
木
簡
の
廃
棄
に

際
し
て
意
識
的
に
刃
物
を
入
れ
て
折
っ
て
い
る
。
一
方
、
市
辺
遺
跡
出
土
木
簡
に

は
記
録
簡
や
文
書
木
簡
を
丁
寧
に
刃
物
を
入
れ
て
廃
棄
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
な

い
。

こ
れ
ら
の
意
義
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
古
代
の
丹
波
国
氷
上
郡
内
の
山
垣
遺
跡
と

市
辺
遺
跡
は
、
古
代
地
方
行
政
支
配
に
お
け
る
郡
家
と
国
と
の
関
係
や
令
制
郡
に
対

応
し
た
、
き
わ
め
て
合
理
的
な
行
政
運
用
で
あ
る
郡
家
本
院
と
別
院
の
シ
ス
テ
ム
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
み
て
き
た
三
つ
の
郡
の
分
割
支
配
の
実
例
か
ら
、
分
割
支
配
に
二
つ
の
方

式
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

一
つ
は
陸
奥
国
磐
城
郡
の
場
合
、
郡
の
中
枢
部
に
郡
家
所
在
郷
＝
〝
郡
名
〞
郷
で

あ
る
磐
城
郷
が
置
か
れ
、
一
国
支
配
の
道
前
・
道
後
方
式
に
な
ら
い
、
南
北
分
割
支

配
と
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
丹
波
国
氷
上
郡
・
甲
斐
国
山
梨
郡
の
場
合
、
地
形
な
ど
の
異
な
る

自
然
環
境
、
歴
史
的
支
配
形
態
な
ど
に
も
と
づ
き
、
一
郡
行
政
の
機
能
面
を
重
視
し
、

山
梨
郡
の
場
合
は
建
郡
当
初
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
立
証
す
る
資
料
を
現
段
階
で

は
得
て
い
な
い
が
、
氷
上
郡
は
建
郡
当
初
か
ら
分
割
支
配
、
具
体
的
に
は
郡
家
と
郡

家
別
院
方
式
を
採
用
し
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
郡
の
分
割
支
配
は
、
諸
国
の
各
郡
内
に
お
い
て
、
今
後
検
証
例
を
着
実

に
加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
）
7
（

。

❷
郡
家
所
在
郷
―
郡
家
郷
・〝
郡
名
〞郷
・
大
家（
大
宅
）郷

『
和
名
抄
』
に
は
、「
郡
家
郷
」、〝
郡
名
〞
郷
お
よ
び
「
大
家
郷
」「
大
宅
郷
」
が

散
見
す
る
。
郡
家
郷
は
、
文
字
通
り
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。〝
郡
名
〞

郷
は
、
郡
名
を
冠
す
る
郷
で
あ
り
、
や
は
り
郡
家
所
在
郷
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
家
（
大
宅
）
郷
に
つ
い
て
も
、
薗
田
香
融
氏
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
紀
伊

国
の
場
合
、
大
宅
郷
の
地
に
お
か
れ
た
海
部
屯
倉
（
欽
明
十
七
年
設
置
）
が
発
展
し

て
、
の
ち
の
名
草
郡
家
と
な
り
、
さ
ら
に
郡
家
付
属
の
収
納
施
設
が
い
わ
ゆ
る
「
郡

許
院
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
単
な
る
ミ
ヤ
ケ
で
は

な
く
、
オ
オ
ヤ
ケ
と
よ
ば
れ
る
理
由
も
、
郡
家
へ
の
継
承
関
係
に
よ
っ
て
説
明
が
つ

く
で
あ
ろ
う
と
い
う
）
8
（

。
し
か
し
一
方
で
、
吉
田
孝
氏
は
、
こ
の
名
草
郡
の
よ
う
に
郡

家
が
大
宅
郷
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
郡
家
が
大
家
郷
に
は
な
か
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
、『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
国

入
間
郡
に
は
大
家
郷
と
は
別
に
郡
家
郷
が
郡
家
所
在
郷
と
し
て
存
在
し
て
い
た
可
能

性
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る
）
9
（

。
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高

…
…

麗
古萬

上
総
加
無
豆

布
佐

比
企
郡

郡
家

渭
後
沼
乃

之
利

都
家
都介

醎
瀬
加
良

世

横
見
郡

高
生
多
介

布

御
坂
美
佐

加

餘
戸

埼
玉
郡

大
田
於
保

太

笠
原
加
佐

波
良

草
原
加
也

波
良

埼

...

玉

...

佐以

多萬
餘
戸

大
里
郡

郡
家

楊
井
也
木

井

市
田
以
知

多

餘
戸

男
衾
郡

榎
津
衣
奈

都

倉

郡
家

多
笛

川
原

幡
々

大
山

中
村

幡
羅
郡

上
秦

下
秦

廣
澤

荏
原

幡

…
…

羅

那
珂

霜
見
之
毛

美

餘
戸

榛
澤
郡

新
居

榛

…
…

澤

瞻
形

藤
田

餘
戸

那
珂
郡

こ
の
郡
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷
・
大
家
郷
の
存
在
と
そ
の
関
連
を
、
以
下
の
史
料
で

確
認
し
て
み
た
い
。

『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

筆
者
註

郡
家
郷

、
郡
名
郷
…
…
、

武
蔵
国
（
抜
粋
）

大
家
郷
―
―

を
付
す

久
良
郡

鮎
浦
布
久

良

大
井
於
保

井

服
田
波
止

太

星
川
保之

加波
郡
家

諸
岡
毛
呂

乎
加

洲
名
須奈

良
椅
與
之

波
之

橘
樹
郡

高
田
多
加

太

橘

…
…

樹
多
知

波
奈

御
宅
美
也

介

縣
守
安加

多
毛

利

驛
家

荏
原
郡

蒲
田
加
萬

太

田
本
多
毛

止

満
田
上
音

下
訓

荏

…
…

原
江波

良
覺
志
加
々

之

御
田

木
田
木多

櫻
田
佐
久

良
太

驛
家

足
立
郡

堀
津

殖
田
宇
恵

太

稲
直
伊
奈

保

郡
家

大
里

餘
戸

發
度

入
間
郡

麻
羽
安
佐

波

大
家
於
保

也
介

郡
家

高
階
太
加

之
奈

安
刀
山
田
也
萬

多

廣
瀬
比
呂

世

餘
戸

高
麗
郡
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那

…
…

珂

中
澤

水
保

弘
紀

武
蔵
国
の
場
合
、
通
常
は
、
一
郡
の
中
に
郡
家
郷
ま
た
は
〝
郡
名
〞
郷
が
そ
れ
ぞ

れ
一
郷
存
在
し
、問
題
の
入
間
郡
の
み
大
家
郷
・
郡
家
郷
の
二
郷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、「
大
家
郷
」
の
読
み
は
、『
和
名
抄
』
で
は
高
山
寺
本
「
於
保
夜
計
」

（
お
ほ
や
け
）、
東
急
本
「
於
保
也
介
」（
お
ほ
や
け
）
と
あ
り
、『
万
葉
集
』
巻

十
四
、三
三
七
八
番
に
は
、

入
間
道
の

大
家
が
原
の

い
は
ゐ
蔓つ
ら

引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る

吾わ

に
な
絶
え
そ
ね

伊
利
麻
治
能

於
保
屋
我
波
良
能

伊
波
為
都
良

比
可
婆
奴
流
々
々

和
尓
奈
多
要
曽
袮
（『
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
三
』
岩
波
書
店
）

と
あ
り
、
大
家
「
於
保
屋
」（
お
ほ
や
）
と
読
ま
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
濃
国
の
場
合
に
次
の
よ
う
な
例
が
認
め
ら
れ
る
（『
和
名
抄
』
元

和
古
活
字
本
）。

厚
見
郡

市
俣

川
邊

三
家

厚

…
…

見

郡
家

皆
太

可
児
郡

可

…
…

児

郡
家

曰
理

大
井

矢
集

池
田

驛
家

厚
見
郷
・
可
児
郷
は
〝
郡
名
〞
郷
で
あ
り
、
両
郡
と
も
に
〝
郡
名
〞
郷
と
「
郡
家
郷
」

が
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
石
見
国
邇
摩
郡
の
例
が
注
目
さ
れ
る
（
元

和
古
活
字
本
）。

邇
摩
郡

託
農
多
久

乃  

大
國

湯
泉
由

杵
道
都知

大
家
於
保

伊
倍  

群
治

こ
の
「
群
治
」
は
、
高
山
寺
本
で
は
「
都
治
」
と
あ
る
が
、
元
和
古
活
字
本
・
高

山
寺
本
と
も
に
お
そ
ら
く
〝
郡
治
〞
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
延
暦
七
（
七
八
八
）
年
六
月
癸
未
条

美
作
・
備
前
二
國
々
造
中
宮
大
夫
従
四
位
上
兼
摂
津
大
夫
民
部
大
輔
和
氣
朝

臣
清
麻
呂
言
、
備
前
國
和
氣
郡
河
西
百
姓
一
百
七
十
餘
人
款
曰
、
己
等
元

是
赤
坂
・
上
道
二
郡
東
邊
之
民
也
。
去
天
平
神
護
二
年
、
割
隷
二
和
氣
郡
一
。

今
是
郡
治
在
二
藤
野
郷
一
。
中
有
二
大
河
一
、
毎
レ
遭
二
雨
水
一
、
公
私
難
レ
通
。

因
レ
玆
河
西
百
姓
、
屢
闕
二
公
務
一
。
請
河
東
依
レ
舊
爲
二
和
氣
郡
一
、
河
西
建
二

磐
梨
郡
一
。
其
藤
野
驛
家
遷
‐ニ
置
河
西
一
、
以
避
二
水
難
一
、
兼
均
二
勞
逸
一
。
許

レ
之
。

備
前
国
和
気
郡
の
吉
井
川
の
河
西
の
百
姓
請
願
に
よ
る
と
、
天
平
神
護
二

（
七
六
六
）
年
に
赤
坂
・
上
道
二
郡
か
ら
和
気
郡
に
移
管
さ
れ
て
い
た
が
、「
郡
治
」

は
河
東
の
藤
野
郷
に
あ
り
、
河
に
よ
っ
て
交
通
が
不
便
で
あ
る
た
め
に
、
河
東
は
も

と
の
和
気
郡
に
付
し
、
河
西
に
は
新
た
に
磐
梨
郡
を
建
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
「
郡
治
」
は
郡
家
の
こ
と
で
あ
る
と
み
て
問
題
な
い
。
し
た
が
っ
て

邇
摩
郡
は
大
家
郷
と
群
治
＝
郡
治
（
郡
家
）
郷
が
併
存
す
る
例
と
い
え
る
。
そ
の
点

で
は
邇
摩
郡
の
大
家
・
群
（
郡
）
治
二
郷
の
例
は
、
こ
れ
ま
で
唯
一
と
み
ら
れ
て
い

た
武
蔵
国
入
間
郡
の
大
家
・
郡
家
の
二
郷
併
存
と
同
一
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。

〝
郡
名
〞
郷
と
郡
家
郷
、
お
よ
び
大
家
郷
と
郡
家
郷
と
い
う
、
一
郡
内
に
お
い
て

郡
家
所
在
郷
と
み
ら
れ
る
名
称
を
も
つ
郷
が
併
存
す
る
例
は
、『
和
名
抄
』
で
み
る

限
り
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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武
蔵
国
入
間
郡
大
家
郷
・
郡
家
郷

石
見
国
邇
摩
郡
大
家
郷
・
郡
治
郷

美
濃
国
厚
見
郡
厚
見
郷
・
郡
家
郷

美
濃
国
可
児
郡
可
児
郷
・
郡
家
郷

さ
ら
に
『
和
名
抄
』
の
記
載
順
で
い
え
ば
、
郡
家
郷
は
大
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷
の

あ
と
に
続
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
郡
家
郷

設
置
は
、
郡
家
所
在
郷
と
し
て
の
〝
郡
名
〞
郷
・
大
家
郷
と
は
異
な
る
意
味
を
有
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

律
令
郡
制
が
施
か
れ
た
時
に
、
在
地
豪
族
と
し
て
の
郡
領
氏
族
の
拠
点
が
中
核
と

な
り
、郡
家
所
在
郷
が
設
定
さ
れ
、そ
の
郷
名
は
郡
名
を
冠
し
た
。
す
な
わ
ち〝
郡
名
〞

郷
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
孝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
大
家
」
す
な
わ
ち
オ
ホ
ヤ

ケ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
的
に
在
地
豪
族
的
な
性
格
を
持
つ
語
で
あ
り
、
地
方

豪
族
の
建
物
で
あ
る
と
と
も
に
や
が
て
そ
の
建
物
の
機
能
を
も
含
む
言
葉
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
大
家
郷
は
在
地
豪
族
の
拠
点
が
置
か
れ
た
郷
名
で
あ
り
、
そ
の
地

が
郡
家
所
在
郷
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

越
後
国
古
志
郡

大
家
・
栗
家
・
文
原
・
夜
麻
郷

下
野
国
梁
田
郡

大
宅
・
深
川
・
余
戸
郷

肥
後
国
宇
土
郡

諫
染
・
桜
井
・
林
原
・
大
宅
郷

な
ど
の
場
合
、
大
家
、
大
宅
郷
を
郡
家
所
在
郷
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
う
え
で
、
武
蔵
国
入
間
郡
お
よ
び
石
見
国
邇
摩
郡
、
美
濃
国
厚
見
郡
・
可
児
郡

の
よ
う
に
、
大
家
郷
・
郡
家
（
郡
治
）
郷
、
も
し
く
は
〝
郡
名
〞
郷
・
郡
家
郷
の
二

郷
が
併
置
さ
れ
る
場
合
は
、お
そ
ら
く
当
初
郡
家
は
大
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷
に
置
か
れ
、

の
ち
に
郡
家
（
郡
治
）
郷
を
新
た
に
設
置
し
、
郡
家
所
在
郷
と
し
た
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

郡
家
郷
は
〝
郡
名
〞
郷
・
大
家
郷
と
は
異
な
り
、
郷
名
に
「
郡
家
」
を
そ
の
ま
ま

付
し
て
い
る
。
郷
名
で
い
え
ば
、
神
戸
郷
・
駅
家
郷
に
類
似
し
た
表
現
と
い
え
よ
う
。

神
戸
郷
・
駅
家
郷
は
、
特
定
の
目
的
（
神
社
や
駅
家
経
営
な
ど
）
の
も
と
に
一
定
の

戸
を
設
定
し
た
郷
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
郡
家
郷
は
郡
家
所
在
郷
と

し
て
郡
家
経
営
を
目
的
と
し
て
一
定
の
戸
を
他
郷
か
ら
割
い
て
設
定
し
た
と
理
解
で

き
る
。

こ
こ
で
先
に
指
摘
し
た
郷
名
の
記
載
順
す
な
わ
ち
郡
家
郷
は
大
家
郷
・〝
郡
名
〞

郷
の
あ
と
に
続
け
て
記
載
さ
れ
る
事
実
に
改
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
郡
家
郷
は

お
そ
ら
く
大
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷
を
割
い
て
、
郡
家
を
新
た
に
運
用
す
る
た
め
に
置

か
れ
た
郷
で
、
大
家
・〝
郡
名
〞
両
郷
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
が
、
上
記
の
記
載
順

に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
郡
家
郷
は
大
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷

に
代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
郡
家
所
在
郷
と
考
え
ら
れ
、
郡
家
郷
の
成
立
時
期
は
両
郷

に
比
し
て
新
し
い
と
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

❸
郡
家
所
在
郷
の
あ
り
方

中
村
順
昭
氏
は
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
郡
家
郷
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
）
10
（

。

『
和
名
抄
』
に
は
、「
郡
家
郷
」
と
称
す
る
郷
が
六
か
国
の
一
五
郡
に
存
在
し
て
い

る
。
郡
家
郷
の
呼
称
は
、
郡
の
行
政
施
設
で
あ
る
郡
家
の
所
在
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
そ
の
郡
家
の
存
在
に
と
も
な
う
戸
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
は
、
①
郡
司
、
②

郡
司
職
分
田
の
耕
作
に
あ
た
る
人
、
③
郡
雑
任
な
ど
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
郡
家
郷
と
い
う
名
称
を
も
た
な
い
も
の
の
、
大
家
（
大
宅
）
郷
、〝
郡
名
〞

郷
も
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
郡
家
所
在
郷
が
、
他
郷
と
異
な
る
扱
い
を

う
け
た
こ
と
を
示
す
出
土
文
字
資
料
を
二
例
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

中
村
氏
の
指
摘
す
る
郡
司
職
分
田
の
耕
作
に
関
わ
る
格
好
の
資
料
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
の
郡
符
木
簡
（
第
二
号
木
簡
。
釈
文
と
図
版
は

二
九
六
頁
に
掲
載
）
で
あ
る
。

〔
初
行
〕
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・「
郡
符 ´

里
刀
自 ´

手
古
丸 ´

黒
成 ´

宮
澤 ´

安
継
家´

貞
馬 ´

天
地 ´

子
福

積 ´

奥
成 ´

得
内 ´

宮
公 ´

吉
惟´

勝
法 ´

圓
隠 ´

百
済
部
於
用
丸

…
（
以

下
略
）

内
容
は
、
郡
司
が
里
刀
自
に
命
じ
て
、
五
月
三
日
に
郡
司
の
職
田
の
田
植
え
の
た

め
に
、
里
（
郷
）
の
農
民
三
六
人
を
雇
い
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

荒
田
目
条
里
遺
跡
は
、
広
大
な
荒
田
目
条
里
遺
構
に
隣
接
し
、
郡
家
の
中
心
施
設

の
置
か
れ
た
根
岸
遺
跡
の
西
北
に
位
置
し
て
お
り
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
磐
城
郷
に

所
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
遺
跡
出
土
の
人
面
墨
書
土
器
に
「
磐
城
郡
磐
城

郷
丈
部
手
子
麿
召
代
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
磐
城
国
造
の
系
譜
を
引
く

大
領
於
保
磐
城
臣
は
、
そ
の
郡
司
職
田
を
荒
田
目
条
里
内
に
有
し
、
従
来
か
ら
の
強

い
支
配
関
係
に
基
づ
き
、郡
司
職
田
の
田
植
え
の
労
働
力
と
し
て
磐
城
郡
家
所
在
郷
・

磐
城
郷
の
里
刀
自
に
命
じ
た
と
す
れ
ば
、
郡
符
の
宛
所
の
里
名
省
略
の
意
味
も
肯
け

る
で
あ
ろ
う
。
通
常
、郡
符
木
簡
は
、例
え
ば
丹
波
国
氷
上
郡
の
郡
家（
氷
上
郷
所
在
）

か
ら
発
せ
ら
れ
た
郡
符「
符
春
部
里
長
等
」（
兵
庫
県
氷
上
市
春
日
町
山
垣
遺
跡
木
簡
）

の
よ
う
に
、
里
名
（「
春
部
里
」）
を
明
記
す
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
は
、
岩
手
県
奥
州
市
胆
沢
城
跡
出
土
の
漆
紙
文
書
で
あ
る
）
11
（

。【図11】胆沢城跡出土漆紙文書

「
戸
番
」
付
兵
士
歴
名
簿
（
第
四
三
号
漆
紙
文
書
）

〈
本
紙
〉（
左
文
字
）

×
継
年
□
﹇
卌
カ
﹈×

×
清
成
年
五
×

×
□
﹇
連
カ
﹈阿
伎
麿
年
廿
八
×

×
部
□
麿
年
廿
六

ヽ
衣
前
郷
□
×

×
部
國
益
年
卌
二

ヽ
駒
椅
郷
廿
一
戸
主
丈
部
犬
麿
戸
口

×
巫
部
□
□
﹇
酒
カ
﹈麿

年
卌
六

ヽ
潴
城
郷
卅
八

×
年
廿
三

   

駒
椅
郷
卌
八
戸
主
巫
部
諸
主
戸
口

×
年
卅
一

ヽ
潴
城
郷
五
十
戸
主
吉
弥
侯
部
黒
麿
戸
口

×
駒
椅
郷
十
七
戸
主
巫
部
本
成
戸
口

…
…
…
…
…
…
…
（
紙
継
ぎ
目
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

×
年
廿
三  

ヽ
高
椅
郷
廿
五
戸
主
刑
部
人
長
戸
口

×
ヽ
駒
椅
郷
八
戸
主
巫
部
人
永
□〔
戸

□口
〕

×

〈
別
紙
〉（
正
位
文
字
）

×
年
廿
二

  

×
高
椅
郷〔

□卅
カ
〕四

戸
主
刑
部
真
清
成
戸
口

×
駒
椅
郷
廿
一
戸
主
丈
部
犬
麿
戸
口

こ
の
文
書
断
簡
は
陸
奥
国
柴
田
郡
か
ら
胆
沢
城
へ
貢
進
さ
れ
た
兵
士
歴
名
簿
で
あ

る
。
文
書
の
年
代
は
、九
世
紀
（
共
伴
土
器
の
年
代
・
九
世
紀
後
半
）
と
考
え
ら
れ
る
。

本
断
簡
に
は
郷
名
が
一
〇
例
あ
る
が
、
駒
椅
郷
五
例
、
高
椅
郷
二
例
、
瀦
城
郷
二

例
、
衣
前
郷
一
例
で
、
四
郷
に
限
ら
れ
て
い
る
。
軍
団
編
成
は
、
こ
の
漆
紙
文
書
に

よ
る
限
り
、
郡
単
位
に
一
旦
、
兵
士
の
出
身
郷
を
ば
ら
し
た
う
え
に
再
編
成
し
た
と

理
解
で
き
る
。
ゆ
え
に
、断
片
で
も
一
定
の
傾
向
を
把
握
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

『
和
名
抄
』
二
十
巻
本
の
最
古
写
本
で
あ
る
高
山
寺
本
の
六
郷
（
柴
田
・
衣
前
・
高
橋
・

溺
（
瀦
の
誤
り
か
）
城
・
駒
橋
・
新
羅
）
の
う
ち
、
柴
田
郷
・
新
羅
郷
が
こ
の
断
簡

に
は
み
え
な
い
。
柴
田
郷
は
郡
名
を
負
う
郷
名
で
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
。
新
羅
郷

は
『
類
聚
国
史
』
巻
百
五
十
九
、
天
長
元
（
八
二
四
）
年
五
月
己
未
条
の
「
新
羅
人
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辛
良
。
金
貴
賀
。
良
水
白
等
五
十
四
人
。
安
二
置
陸
奥
国
一
。
依
レ
法
給
レ
復
。
兼
以
二

乗
田
一
充
二
口
分
一
」
に
基
づ
き
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
郷
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
新

羅
郷
は
新
羅
人
を
安
置
し
た
も
の
で
、
そ
の
特
殊
性
か
ら
賦
役
を
免
ず
る
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
資
料
が
あ
く
ま
で
も
断
簡
ゆ
え
に
断
定
は
で
き
な
い
が
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
木

簡
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
郡
司
職
田
の
耕
作
な
ど
、
郡
家
所
在
郷
で
は
他
郷
と
異
な
る

負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
だ
け
に
、
胆
沢
城
へ
の
兵
士
と
し
て
の
上

番
か
ら
除
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

❹「
里
長
」「
里
刀
自
」

里
刀
自
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
里
刀
自
論
―
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡

第
二
号
木
簡
か
ら
―
」
と
し
て
論
述
し
て
い
る
）
12
（

が
、
本
稿
の
中
で
も
、
新
た
な
資
料

を
加
え
つ
つ
、
改
め
て
「
里
長
」「
里
刀
自
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、「
里
刀
自
」
に
関
す
る
資
料
を
三
例
あ
げ
て
お
き
た
い
。

㋑
福
島
県
い
わ
き
市

荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
二
号
木
簡

釈
文

・「
郡
符

里
刀
自

手
古
丸

黒
成

宮
澤

安
継
家

貞
馬

天
地

子
福
積

奥
成

得
内

宮
公

吉
惟

勝
法

圓
隠

百
済
部
於
用
丸

真
人
丸

奥

丸

福
丸

蘓
日
丸

勝
野

勝
宗

貞
継

浄
人
部
於
日
丸

浄
野

舎
人

丸

佐
里
丸

浄
継

子
浄
継

丸
子
部
福
継
『
不
』
足
小
家

壬
部
福
成
女

於
保
五
百
継

子
槐
本
家

太
青
女

真
名
足
『
不
』
子
於
足
『
合
卅
四
人
』

右
田
人
為
以
今
月
三
日
上
面
職
田
令
殖
可
扈
發
如
件

」

・「

大
領
於
保
臣

奉
宣
別
為
如
任
件
□
﹇
宣
カ
﹈

以
五
月
一
日

」

592
×
45
×
6

011

郡
符
の
宛
所
は
〝
里
刀
自
〞
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
里
刀
自
に
続
い
て
、

人
名
が
三
六
人
列
記
さ
れ
て
い
る
。

歴
名
の
中
に
ウ
ジ
名
を
有
す
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

点
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。

里１

刀
自

手2

古
丸

黒3

成

宮4

澤

安5

継
家

貞6

馬

天7

地

子8

福
積

奥9

成

得10内

宮11公

吉
惟12

勝
法13

圓
隠14

百
済
部

於1

用
丸

真2

人
丸

奥3

丸

福4

丸

蘓5

日
丸

勝6

野

勝7

宗

貞8

継

浄
人
部

於1

日
丸

浄2

野

舎3

人
丸

佐4

里
丸

浄5

継

子6

浄
継

丸
子
部

福1

継

足2

小
家

壬
部

福1

成
女

於
保

五1

百
継

子2

槐
本
家

太3

青
女

真4

名
足

子5

於
足

す
な
わ
ち
、
冒
頭
の
「
里
刀
自
」
の
戸
は
ウ
ジ
名
を
略
し
、
以
下
手
古
丸
か
ら
圓

隠
ま
で
を
そ
の
戸
の
構
成
員
と
理
解
し
、
百
済
部
於
用
丸
以
下
も
ウ
ジ
名
を
筆
頭
の

み
に
記
し
、
そ
の
構
成
員
の
ウ
ジ
名
を
略
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
里
刀
自
」
の
戸

の
構
成
員
が
圧
倒
的
に
多
く
、し
か
も
「
吉
惟
」「
勝
法
」「
圓
隠
」
を
僧
名
と
す
れ
ば
、

沙
弥
の
よ
う
な
僧
を
も
抱
え
た
〝
有
勢
の
家
〞
と
推
測
さ
れ
る
。「
浄
人
部
於
日
丸
」

の
戸
に
お
い
て
、「
浄
野
」「
浄
継
」「
子
浄
継
」
と
同
じ
漢
字
を
用
い
た
人
名
を
含

ん
で
い
る
こ
と
も
、
こ
の
構
成
区
分
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「里刀自」部分
〔赤外線テレビ写真〕

【図12】荒田目条里遺跡出土2号木簡



297

［古代の郡家と里・郷］……平川 南

列
記
さ
れ
た
人
名
は
召
喚
さ
れ
る
人
々
と
考
え
て
よ
い
。
里
刀
自
を
含
む
三
四
人

分
の
そ
れ
ぞ
れ
の
右
肩
に
み
え
る
「
ヽ
」
は
名
簿
と
人
物
と
の
照
合
を
示
す
合
点
で

あ
る
。
合
点
の
認
め
ら
れ
な
い
二
名
「
足
小
家
」
と
「
子
於
足
」
に
つ
い
て
は
、
左

肩
に
「
不
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
〝
不
参
〞
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

別
筆
で
「
合
卅
四
人
」
と
実
際
に
参
向
し
た
人
名
を
集
計
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
、

「
右
田
人
為
以
今
月
三
日
上
面
職
田
令
殖
可
扈
發
如
件
」
は
、
郡
符
の
召
喚
内
容
を

具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
扈
発
」
の
扈
は
雇
に
通
じ
、
田
植
え
の
労
働

力
は
、
雇
役
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
民
は
雇
役
と
は
い
え
、

一
方
的
に
郡
司
職
田
の
田
植
え
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
田
の
田

植
え
の
適
切
な
時
期
を
逸
す
る
事
態
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

本
郡
符
は
、
裏
面
に
記
さ
れ
た
文
書
の
年
紀
・
五
月
一
日
に
発
行
さ
れ
、
五
月
三

日
の
郡
司
の
職
田
（
大
領
の
場
合
六
町
、少
領
の
場
合
四
町
）
の
田
植
え
の
た
め
に
、

雇
役
に
よ
っ
て
郡
家
所
在
郷
・
磐
城
郷
の
農
民
を
召
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
名

簿
に
は
里
刀
自
を
含
め
て
、
三
六
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
里
刀
自
が

三
三
人
の
農
民
を
率
い
て
郡
家
に
赴
い
た
。
そ
こ
で
郡
の
役
人
は
郡
符
に
記
さ
れ
た

人
名
と
召
し
出
さ
れ
た
人
物
と
を
照
合
し
た
結
果
、
二
人
は
不
参
加
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
そ
の
人
の
上
に
「
不
」
と
記
し
、
総
計
「
合
卅
四
人
」
と
記
載
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
裏
面
は
符
式
文
書
の
施
行
文
言
、
位
署
、
文
書
の
日
付
に
相
当
す

る
。
特
に
五
月
一
日
と
い
う
こ
の
文
書
の
月
日
の
前
に
「
大
領
於
保
臣
」
と
記
さ
れ

て
い
る
点
が
公
式
令
の
符
式
に
合
致
し
て
い
る
。

㋺
墨
書
土
器
―
岐
阜
県
加
茂
郡
富
加
町
東
山
浦
遺
跡
）
13
（

本
遺
跡
は
川
浦
川
の
左
岸
の
段
丘
上
に
立
地
し
、
現
在
の
羽
生
地
区
を
中
心
と
す

る
一
帯
は
、
古
代
の
半
布
里
の
故
地
と
比
定
さ
れ
、
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年
御
野
国

加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）
と
の
関
連
が
深
い
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
約
二
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
確
認
さ
れ
た
遺
構

は
、
竪
穴
住
居
三
一
軒
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
ピ
ッ
ト
群
二
ヵ
所
、
溝
状
遺
構
三
ヵ

所
、
土
坑
六
ヵ
所
な
ど
で
あ
っ
た
。
確
認
さ
れ
た
三
一
軒
の
竪
穴
住
居
の
う
ち
で
は

そ
の
推
定
年
代
の
資
料
を
欠
く
も
の
六
軒
を
除
く
と
、
す
べ
て
七
世
紀
半
ば
か
ら
八

世
紀
後
半
ま
で
の
時
期
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
墨
書
土
器
は
第
七
号
竪
穴
住
居
（
東
西
四
．八
×
南
北
四
．一
メ
ー
ト
ル
）

の
ほ
ぼ
中
央
付
近
の
ピ
ッ
ト
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
は
、
径
三
〇
×
二
六
セ

ン
チ
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
の
規
模
で
、
そ
の
断
面
が
や
や
巾
着
状
を
呈
し
て
い
る
。

そ
の
ピ
ッ
ト
の
底
部
に
墨
書
の
あ
る
坏
身
と
盤
が
検
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

坏
身
が
下
に
正
位
に
お
か
れ
、
そ
の
周
辺
に
小
指
の
先
ほ
ど
の
円
礫
が
詰
め
ら
れ
固

定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
〝
埋
納
〞
さ
れ
た
状
態
を
呈
し
、
そ
の
上
を
盤
が
逆
位
に
お
か

れ
て
蓋
状
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
は
八
世
紀
前
半
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。
坏
身
は
底
部
外
面
に
墨
痕
が
あ
る
が
、
遺
存
状
況
が
悪
く
、
判
読
で
き
な

い
。
盤
は
底
部
外
面
に
「
里
刀
自
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
た
。

㋩
墨
書
土
器
―
石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
加
茂
遺
跡）14
（

加
茂
遺
跡
は
北
陸
道
と
河
北
潟
の
水
路
の
交
わ
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
加
賀
・

能
登
・
越
中
三
国
の
国
境
近
く
に
も
位
置
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
官
衙
遺
跡
で
あ
る
。

遺
跡
の
展
開
す
る
場
所
は
丘
陵
裾
の
谷
の
出
口
あ
た
り
で
、
河
北
潟
の
岸
が
入
り
江

状
と
な
っ
た
地
点
（
フ
ゴ
）
に
面
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
跡
の
北
側
に
は
加
茂
川
の
流
れ
を
中
心
と
し
た
鞍
部
が
あ
り
、
対
岸
に
は
「
鴨

寺
」（
寺
関
係
の
遺
構
と
遺
物
そ
し
て
墨
書
土
器
「
鴨
寺
」
出
土
）
が
位
置
し
て
い
る
。

丘
陵
裾
を
古
代
北
陸
道
の
支
路
・
能
登
路
（
奈
良
時
代
初
頭
ぐ
ら
い
に
開
通
。
道

路
幅
は
道
路
側
溝
の
心
心
で
九
メ
ー
ト
ル
。
平
安
時
代
に
改
築
さ
れ
道
路
幅
は
六

メ
ー
ト
ル
に
縮
小
）
が
北
北
西
か
ら
南
南
東
に
走
っ
て
い
る
。
こ
の
能
登
路
の
西
側

の
道
路
側
溝
に
連
な
る
落
込
み
か
ら
河
北
潟
に
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
向
か
う
南
大
溝
が
あ

り
、こ
の
二
つ
を
軸
と
し
て
掘
立
柱
建
物
群
（
七
世
紀
後
半
〜
九
世
紀
代
）、井
戸
（
セ

イ
ロ
組
み
の
大
型
の
も
の
二
基
含
む
）
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
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墨
書
土
器
に
は
多
数
の
「
英
太
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
英
太
は
加
賀

郡
に
所
在
し
た
郷
名
の
一
つ
で
あ
る
。
加
茂
遺
跡
は
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度

の
調
査
で
南
大
溝
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
加
賀
郡
牓
示
札
」
の
宛
所
「
深
見
村
」
お
よ

び
英
太
郷
に
関
係
し
た
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
五
・
一
六
（
二
〇
〇
三
・
四
）
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、
北
大
溝
か
ら
須
恵

器
坏
・
底
部
外
面
に
「
里
刀
自
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
た
。
土
器
の
年
代

は
八
世
紀
末
〜
九
世
紀
初
頭
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、「
里
刀
自
」
の
類
例
と
し
て
、「
五
十
戸
婦
」
の
例
を
示
し
て
お
く
こ
と

と
す
る
。

法
隆
寺
幡
銘
文

「
癸
亥
年
山
部
五
十
戸
婦
為
命
過
願
造
幡
之
」

「
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
」
調
査
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
戊
子
年
銘
幡
は
、
切

畑
健
・
沢
田
む
つ
代
両
氏
に
よ
り
戊
子
年
は
持
統
二
（
六
八
八
）
年
に
比
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
紹
介
さ
れ
た
）
15
（

。
そ
れ
を
う
け
て
、
狩
野
久
氏
は
、
癸
亥
年
銘
幡
を
は

じ
め
と
す
る
干
支
年
号
表
記
の
幡
に
つ
い
て
、
従
来
の
年
代
比
定
に
つ
い
て
再
検
討

を
加
え
た
）
16
（

。
周
知
の
と
お
り
、
干
支
年
号
は
大
宝
以
前
に
限
ら
れ
、
以
後
は
干
支
を

使
わ
ず
大
宝
に
は
じ
ま
る
固
有
年
号
（
元
号
）
を
使
用
し
て
い
て
、
例
外
が
ほ
と
ん

ど
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
文
書
の
年
月
日
の
位
置
が
、
大
宝
初
年
を
境
に
し
て
文
頭

か
ら
文
末
に
逆
転
す
る
と
い
う
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
由
か

ら
、
癸
亥
年
を
従
来
、
養
老
七
（
七
二
三
）
年
と
し
た
の
は
、
天
智
二
（
六
六
三
）

年
に
比
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
幡
は
命
過
幡
と
さ
れ
、
臨
終
に
際
し
て
行
う
命
過
幡
燈
法
に
よ
る
供
養

幡
で
あ
る
。
銘
文
は
施
入
年
月
日
＋
施
入
者
＋
施
入
事
由
な
ど
を
簡
潔
に
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
癸
亥
年
銘
幡
と
類
似
し
た
も
の
に
年
紀
を
欠
く
が
、「
山
部
名
嶋
弖
古

連
公
過
時
敬
造
幡
」
と
い
う
幡
が
あ
る
。
両
者
の
施
入
者
は
、
山
部
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
阿
久
奈
弥
評
君
女
子
為
父
母
作
幡
」
の
飽
波
と
と
も
に
、
法
隆
寺
近
辺
（
平

群
郡
夜
麻
郷
、
飽
波
郷
―
『
和
名
抄
』）
の
人
々
で
あ
る
。『
和
名
抄
』
夜
麻
郷
は
、

も
ち
ろ
ん
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
五
月
丁
酉
条
に
よ
る
山
部
を
山
と

改
姓
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、七
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
、

平
群
評
に
は
山
部
里
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
結
局
、問
題
の
癸
亥
年
銘
幡
の「
山

部
五
十
戸
婦
」
は
、〝
山
部
里
婦
〞
と
な
る
。『
万
葉
集
』
巻
一
六
―
三
八
四
七
「
壇

越
や
然
も
な
言
ひ
そ
五
十
戸
長
が
課
役
徴
ら
ば
汝
も
泣
か
む
」
の
「
五
十
戸
長
」
＝

里
長
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、「
山
部
五
十
戸
婦
」
は
山
部
の
五
十
戸
（
里
）
の

長
の
妻
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
「
里
刀
自
」「
山
部
五
十
戸
婦
」
よ
り
判
断
す
る
と
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
出

土
木
簡
の
宛
所
「
里
刀
自
」
も
、
郡
司
―
里
（
郷
）
長
と
い
う
律
令
地
方
行
政
組
織

の
延
長
上
に
あ
り
、里
名
、ウ
ジ
名
さ
え
省
略
し
た
と
こ
ろ
に
、〝
里
長
の
妻
〞
を
「
里

刀
自
」と
通
称
し
て
い
た
と
推
察
す
る
こ
と
の
妥
当
性
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【図14】法隆寺平絹幡残欠
　　　銘文「山部五十戸婦」

【図13】加茂遺跡出土墨書土器「里刀自」
　　 石川県津幡町教育委員会提供
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有
勢
の
家
（
ヤ
ケ
・
イ
ヘ
）
に
お
い
て
家
長
と
家
刀
自
（
家
室
）
が
併
称
さ
れ
た
の

と
全
く
同
様
に
、
里
に
お
い
て
も
里
長
と
里
刀
自
は
併
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、八
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
東
山
浦
遺
跡
の
墨
書
土
器
「
里
刀
自
」
を
除
く
と
、

荒
田
目
条
里
遺
跡
木
簡
「
里
刀
自
」、加
茂
遺
跡
墨
書
土
器
「
里
刀
自
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
代
は
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
半
ば
ご
ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
郷

制
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
郷
刀
自
」
で
は
な
く
、「
里
刀
自
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
里
刀
自
」
の
呼
称
が
地
方
社
会
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
を

な
に
よ
り
も
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、「
里
長
」
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
九
世
紀
の
史
・
資
料
に
そ
の
表
記

を
確
認
で
き
る
。

㋑
東
大
寺
文
書
八

播
磨
国
坂
越
・
神
戸
両
郷
解
案
断
簡
）
17
（

神
人
乙
公

六
人
部
稲
人

里
長
他
田
真
作

坂
越
郷
収
納
長
美
□
□

津
長
若
鳥
里
足

勘
郡
司

擬
大
領
外
従
八
位
上
秦
造

擬
主
帳
正
八
位
上
播
磨
直

擬
少
領
無
位
秦
造
雄
鯖

国
依
解
状
判
許
如
件

延
暦
十
二
年
五
月
十
四
日

従
六
位
上
行
少
目
爪
工
造
三
仲

従
五
位
上
行
介
阿
保
朝
臣
人
上

正
六
位
上
行
大
掾
紀
朝
臣
長
田
万

〔
ヽ
は
筆
者
〕

本
文
書
は
文
書
の
年
紀
が
「
延
暦
十
二
年
」（
七
九
三
）
と
あ
り
、
郡
―
郷
制
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
郷
長
他
田
真
作
」
で
は
な
く
、「
里
長
他
田
真
作
」
と
明
記
さ

【図15】福井県鯖江市持明寺遺跡
　　　　A地区出土墨書土器「里長」　

れ
て
い
る
。

㋺
福
井
県
鯖
江
市
持
明
寺
町
・
持
明
寺
遺
跡
）
18
（

本
遺
跡
は
河
川
堆
積
か
ら
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
が
多
量
出
土
し
た
こ
と
を
特
徴
と

し
て
い
る
。
古
代
の
須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
末
ま
で
の
時

期
幅
が
あ
る
が
、
墨
書
土
器
は
九
世
紀
代
の
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
の

内
容
は
「
依
女
」「
福
女
」「
西
」「
東
家
」「
入
加
万
」「
於
奈
利
」
な
ど
や
遺
跡
周

辺
に
残
る
地
名
「
石
田
」「
田
中
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
の
う
ち
に
須
恵
器
坏
・
底
部
外
面
（
九
世
紀
）
に
墨
書
「
里

長
」
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
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㋩
大
分
県
国
東
市
大
字
鶴
川
・
飯
塚
遺
跡
出
土
第
二
八
号
木
簡
）
19
（

□﹇
取

□取

□
取
カ
﹈

・
○

武
蔵
里
長
□
報
仕
奉
状
□
凡
□

﹇
仰
カ
﹈□
□
□
﹇
取
カ
﹈

□

□
□

             

□
﹇
取
カ
﹈

□
□

・
○『
馬

馬
』

武
蔵
里
長

442
×
31
×
5

011

第
五
号
木
簡
の
年
紀
が
「
承
和
二
」（
八
三
五
）
年
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
泥
湿

地
遺
構
か
ら
の
一
括
出
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
世
紀
前
半
の
郡
―
郷
制
下
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
武
蔵
里
長
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
里
長
を

七
世
紀
後
半
に
お
い
て
「
五
十
戸
長
」、
里
長
の
妻
を
「
五
十
戸
婦
」
と
表
記
し
た

が
、
八
世
紀
に
お
い
て
も
『
万
葉
集
』
に
は
、「
五
十
戸
良
（
さ
と
お
さ
）」（
巻
五
、

八
九
二
番
）、「
五
十
戸
長
」（
巻
十
六
、三
八
四
七
番
）
と
前
代
の
表
記
を
踏
襲
し
て

い
る
こ
と
と
同
様
の
傾
向
と
理
解
で
き
よ
う
。

里
長
の
職
掌
は
、
戸
令
1
為
里
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
禁
察
非
違
」

と
い
う
治
安
維
持
的
機
能
と
「
検
校
戸
口
」「
課
殖
農
桑
」「
催
駈
賦
役
」
と
い
う
行

政
的
・
財
政
的
機
能
で
あ
っ
た
。
里
長
は
具
体
的
に
は
、
周
知
の
と
お
り
、
貧
窮
問

【図16】飯塚遺跡出土28号木簡
　　　「武蔵里長」（表・裏）　　

答
歌
「
楚
取
る
里
長
（
さ
と
お
さ
）
が
声
は
、寝
屋
戸
ま
で
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
」（『
万

葉
集
』
巻
五
、八
九
二
番
）、「
壇
越
や
然
も
な
言
ひ
そ
里
長
（
さ
と
お
さ
）
が
課
役

徴
ら
ば
汝
も
泣
か
む
」（『
万
葉
集
』巻
一
六
、三
八
四
七
番
）な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、

も
っ
ぱ
ら
課
役
徴
発
に
従
事
し
た
様
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
里
長
は
郡
家
に

よ
る
戸
籍
・
計
帳
作
成
や
課
役
徴
発
な
ど
行
政
上
の
役
割
を
負
い
、
郡
家
に
頻
繁
に

出
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
里
（
郷
）
内
に
お
け
る
各
戸
の

構
成
員
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
農
業
経
営
に
隠
然
た
る
力
を
発
揮
し
た
の
は
里

長
の
妻
た
る
里
刀
自
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

一
〇
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
和
名
抄
』
に
は
、丹
波
国
氷
上
郡
は
「
東
縣
」「
西

縣
」（
高
山
寺
本
）
と
、
甲
斐
国
山
梨
郡
は
「
山
梨
東
郡
」「
山
梨
西
郡
」（
元
和
古

活
字
本
）
と
、
郡
内
を
と
も
に
二
分
す
る
記
載
が
み
え
る
。
し
か
も
氷
上
郡
の
両
縣

は
、延
久
四
（
一
〇
七
二
）
年
九
月
五
日
の
太
政
官
牒
に
「
氷
上
東
縣
司
」
と
み
え
る
。

甲
斐
国
の
山
梨
東
郡
も
、
柏
尾
経
塚
出
土
康
和
五
（
一
一
〇
三
）
年
在
銘
の
鋳
銅
製

経
筒
に
「
東
海
道
甲
斐
国
山
東
郡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
あ
り
方

か
ら
、
こ
れ
ま
で
『
和
名
抄
』
の
「
東
縣
」「
山
梨
東
郡
」
な
ど
の
表
記
は
、
中
世

的
郡
郷
制
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
八
世
紀
前
半
か
ら
氷
上
郡
に
お
い

て
は
、
西
部
（
西
縣
地
域
）
に
郡
家
、
東
部
（
東
縣
地
域
）
に
郡
家
別
院
と
い
う
分

割
支
配
体
制
が
実
施
さ
れ
、
十
分
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
陸
奥
国
磐
城
郡
に
お
い
て
も
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
磐
城
郷
を
中
心
に
南

北
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
家
と
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
、
郡
家
直
轄
工

房
と
さ
れ
る
大
猿
田
遺
跡
の
徭
役
お
よ
び
貢
進
物
な
ど
の
負
担
が
、
北
部
の
郷
を
単

位
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
郡
の
分
割
統
治
方
式
に
は
、
国
の
道
前
・
道
後
支
配
方
式
に
な
ら
っ
た
、

郡
家
を
中
心
と
し
て
郡
内
を
二
分
す
る
行
政
的
方
式
と
、
自
然
環
境
と
歴
史
的
経
緯
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表 西　暦 計 合 不 合％

1 701 ～  750 236 200 36 84.7

2 751 ～  800 187 169 18 90.4

3 801 ～  850 40 39 1 97.5

4 851 ～  900 42 38 4 90.4

5 901 ～  950 40 36 4 90.0

6 951 ～ 1,000 38 26 12 68.4

7 1,001 ～ 1,050 56 37 19 66.0

8 1,051 ～ 1,100 74 50 24 59.5

9 1,101 ～ 1,150 159 69 90 43.3

10 1,151 ～ 1,200 407 163 244 40.0

な
ど
に
よ
る
相
違
を
解
消
す
る
た
め
の
機
能
的
方
式
の
二
つ
の
方
法
が
存
在
し
た
。

ま
た
、
郡
内
で
の
統
治
単
位
と
な
っ
た
郷
・
里
は
、『
和
名
抄
』
記
載
の
郷
名
資

料
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
池
邊
彌
氏
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
驛
名
考
證
）
20
（

』
に
お
い

て
考
察
さ
れ
た
次
の
論
証
が
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。

『和名抄』にみえる郷名と他史料にみえる郷名の合致・不一致

（池邊彌氏作成）

『
和
名
抄
』
の
郷
名
は
二
十
巻
本
の
成
立
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
の
問
題
を
離
れ

て
、
大
體
に
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
前
半
、
特
に
九
世
紀
前
半
と
の
一
致
が
顕
著

で
あ
り
、
そ
の
時
期
か
ら
は
前
に
も
、
後
に
も
遠
ざ
か
る
に
従
い
、
不
一
致
の

度
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
變
化
が
ノ
ー
マ
ル
カ
ー
ブ
を
書
か

ず
、
強
い
段
階
的
な
相
違
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
を
引
く
。
郷
の
變
質
が

八
世
紀
の
奈
良
時
代
、
九
世
紀
と
十
世
紀
前
半
の
平
安
時
代
前
期
、
十
世
紀
後

半
と
十
一
世
紀
の
平
安
時
代
中
期
、
そ
し
て
十
二
世
紀
の
平
安
時
代
後
期
の
四

期
に
畫
然
と
區
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
十
世
紀
の
前
半
と
後
半
と
の
間
、
す

な
わ
ち
平
安
時
代
の
前
期
と
中
期
と
の
間
に
極
め
て
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
相
違
は
八
世
紀
と
九
世
紀
、
す
な
わ
ち
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
前
期
と
の

間
の
差
よ
り
も
は
る
か
に
大
で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
引
く
。
以
上
の
結
果
は
こ

の
郷
名
が
九
世
紀
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

古
代
の
磐
城
郡
内
と
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
・
小
茶
円
遺
跡
そ
し
て
大
猿
田
遺
跡
の
三

遺
跡
の
出
土
木
簡
か
ら
「
判
祀
郷
」
と
い
う
同
一
表
記
に
よ
る
郷
名
が
確
認
さ
れ
た
。

判
祀
郷
は
『
和
名
抄
』
磐
城
郡
の
郷
名
に
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
小
茶

円
遺
跡
出
土
木
簡
の「
判
祀
郷
」は「
大
同
元
年
」（
八
〇
六
）の
紀
年
を
伴
っ
て
い
る
。

大
同
元
（
八
〇
六
）
年
は
さ
き
の
池
邊
氏
の
指
摘
す
る
最
も
『
和
名
抄
』
の
郷
名
が

合
致
す
る
と
さ
れ
る
八
〇
一
〜
八
五
〇
年
の
時
期
に
相
当
す
る
だ
け
に
興
味
深
い
事

実
で
あ
る
。

郡
家
所
在
郷
に
は
、「
大
家
（
大
宅
）
郷
」・〝
郡
名
〞
郷
・「
郡
家
郷
」
の
三
郷
が

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
大
家
（
大
宅
）
郷
」
は
郡
制
以
前
の
在
地
有
力
者
層
の
拠
点

に
由
来
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
郡
制
施
行
時
に
、郡
領
氏
族
の
拠
点
が
中
核
と
な
り
、

郡
家
を
設
置
し
郡
名
を
冠
し
た
〝
郡
名
〞
郷
が
成
立
す
る
。

こ
こ
で
、
評
制
下
の
里
（
五
十
戸
）
に
つ
い
て
も
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。

①
奈
良
県
石
神
遺
跡
第
一
五
次

Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ）21
（

・「
＜
辛
巳
年
鴨
評
加
毛
五
十
戸
」

・「
＜
矢
田
ア
米
都
御
調
卅
五
斤
」

161
×
21
×
4

032

「
鴨
評
加
毛
五
十
戸
」
は
、
の
ち
の
「
三
河
国
加
茂
郡
加
茂
郷
」
に
該
当
す
る
。

「
辛
巳
年
」
は
六
八
一
年
。

②
奈
良
県
飛
鳥
京
跡
一
三
一
次

Ｓ
Ｄ
九
二
〇
五）22
（

无
耶
志
国
仲
評
中
里
布
奈
大
贄
一
斗
五
升

248
×
（20）
×
4

032
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註（
1
）
早
川
庄
八
「
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳
の
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本

古
代
史
論
集
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
、
の
ち
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
に
所
収
）

（
2
）
拙
稿
「
木
簡
と
律
令
文
書
行
政
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』
第
二
章
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
）
で
氷
上
郡
の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
3
）
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
『
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
七
六
冊

小
茶
円
遺
跡
―
古

代
集
落
跡
の
調
査
（
第
一
篇
）』
二
〇
〇
一
年

（
4
）
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
『
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
七
二
冊

根
岸
遺
跡
』

二
〇
〇
〇
年

（
5
）
福
島
県
教
育
委
員
会
『
福
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
四
一
集

常
磐
自
動
車
道
遺
跡
調

査
報
告
11
大
猿
田
遺
跡
（
2
次
調
査
）』
一
九
九
八
年
、
三
上
喜
孝
・
氏
家
浩
子
・
大
越
道
正

「
福
島
・
大
猿
田
遺
跡
」『
木
簡
研
究
』
二
三
（
二
〇
〇
一
年
）

「
无
耶
志
国
仲
評
中
里
」
は
、
の
ち
の
「
武
蔵
国
那
珂
郡
那
珂
郷
」
に
該
当
す
る
。

③
奈
良
県
石
神
遺
跡
第
一
五
次
Ｓ
Ｋ
四
〇
九
六）23
（

「
＜
深
津
五
十
戸
養
」

182
×
20
×
4

032

「
深
津
五
十
戸
」
は
、
の
ち
の
備
後
国
深
津
郡
「
深
津
郷
」
に
該
当
す
る
。

以
上
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
評
と
同
名
の
里
・
五
十
戸
（
サ
ト
）
で
あ
る
。

七
世
紀
後
半
に
は
、「
郡
家
郷
」
に
該
当
す
る
「
評
家
里
」
と
い
う
呼
称
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に
、〝
郡
名
〞
郷
＋
「
郡
家
郷
」（
美
濃
国
可
児
郡
・

厚
見
郡
）、
ま
た
「
大
家
郷
」
＋
「
郡
家
郷
」（
武
蔵
国
入
間
郡
、
石
見
国
邇
摩
郡
）

と
い
う
ケ
ー
ス
に
比
し
て
推
量
す
る
な
ら
ば
、評
と
同
名
の
里
・
五
十
戸
（
サ
ト
）
は
、

の
ち
の
〝
郡
名
〞
郷
と
同
様
に
評
家
所
在
の
里
・
五
十
戸
（
サ
ト
）
と
判
断
で
き
よ

う
。〝
評
名
〞里
は
お
そ
ら
く〝
郡
名
〞郷
に
継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た〝
評

名
〞
里
に
も
匹
敵
す
る
有
力
者
の
サ
ト
に
由
来
す
る
の
が
「
大
家
郷
」
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
郡
家
郷
は
〝
郡
名
〞
郷
・
大
家
郷
と
は
異
な
り
、
郷
名
に
「
郡
家
」
を
そ

の
ま
ま
付
し
て
い
る
。
郡
家
郷
の
成
立
は
大
家
・〝
郡
名
〞
郷
に
比
し
て
新
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
武
蔵
国
入
間
郡
の
大
家
郷
と
郡
家
郷
、美
濃
国
厚
見
郡
の
厚
見
郷（
い

わ
ゆ
る
〝
郡
名
〞
郷
）
と
郡
家
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
併
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
は

大
家
郷
・〝
郡
名
〞
郷
を
割
い
て
新
た
に
郡
家
所
在
郷
と
し
て
郡
家
郷
が
設
定
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
郡
家
が
設
置
さ
れ
た
郷
に
対
し
て
郡
内
の
他
郷
と
異
な
る
負
担
が
課
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
出
土
文
字
資
料
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
荒
田

目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
で
は
郡
司
職
田
の
田
植
の
労
働
力
と
し
て
郡
家
所
在
郷
の

「
田
人
」（
農
民
）
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
胆
沢
城
跡
漆
紙
文
書
に
よ
る
と
、

柴
田
郡
柴
田
郷
の
人
々
は
兵
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
お
そ
ら
く

は
郡
家
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
徭
役
労
働
に
動
員
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

里
長
は
課
役
徴
発
や
戸
籍
・
計
帳
作
成
な
ど
行
政
上
の
役
割
を
負
い
、
お
そ
ら
く

郡
家
に
頻
繁
に
出
仕
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
里
（
郷
）
内
に
お

け
る
各
戸
の
構
成
員
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
農
業
経
営
に
深
く
関
わ
っ
た
の
は

里
刀
自
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

霊
亀
三
（
七
一
七
）
年
〜
天
平
一
二
（
七
四
〇
）
年
ま
で
の
国
―
郡
―
郷
―
里
制

を
廃
止
し
、
地
方
組
織
は
そ
れ
以
降
、
国
―
郡
―
郷
と
な
っ
た
。
そ
の
国
―
郡
―
郷

制
下
の
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
も
、「
里
長
」（
東
大
寺
文
書
、
大
分
県
飯
塚
遺

跡
出
土
木
簡
、
福
井
県
持
明
寺
遺
跡
出
土
墨
書
土
器
な
ど
）、「
里
刀
自
」（
福
島
県

荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
、
岐
阜
県
東
山
浦
遺
跡
出
土
墨
書
土
器
、
石
川
県
加
茂

遺
跡
出
土
墨
書
土
器
な
ど
）と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、〝
サ
ト
ヲ
サ
〞〝
サ

ト
ト
ジ
〞
は
「
郷
長
」「
郷
刀
自
」
で
は
な
く
、地
方
社
会
で
は
「
里
長
」「
里
刀
自
」

表
記
が
定
着
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
代
の
地
方
行
政
組
織
で
あ
る
郡
―
里
・
郷
制
の

行
政
運
用
は
、
地
形
な
ど
の
自
然
環
境
や
歴
史
的
経
緯
な
ど
を
十
分
に
勘
案
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
は
、
各
地
の
遺
跡
に
お
け
る
遺
構
・
遺
物
と
り
わ
け
出
土

文
字
資
料
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
6
）
拙
稿「
郡
符
木
簡
―
古
代
地
方
行
政
論
に
む
け
て
」（
虎
尾
俊
哉
編『
律
令
国
家
の
地
方
支
配
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
に
一
部
改
稿
し
、
前
註
（
2
）
書
に
所
収
）

（
7
）
こ
の
点
の
具
体
例
と
し
て
、
薗
田
香
融
氏
は
、
紀
伊
国
名
草
郡
に
つ
い
て
、
す
で
に
次
の
よ

う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）。
古
代

の
名
草
郡
は
、
紀
ノ
川
の
河
北
の
段
丘
に
は
、
東
か
ら
野
応
、
大
屋
、
断
金
、
直
川
、
苑
部
の

諸
郷
が
所
在
し
、
河
南
で
は
、
北
か
ら
荒
賀
、
大
田
、
大
宅
、
有
真
、
忌
部
の
五
郷
が
並
ぶ
が
、

い
ず
れ
も
三
角
州
・
氾
濫
原
の
上
位
面
に
の
る
、
い
わ
ゆ
る
日
前
宮
地
域
に
属
す
。
こ
れ
ら
の

河
北
・
河
南
各
郷
は
そ
れ
ぞ
れ
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
の
間
に
密
接
な
系
譜
関
係
を
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
紀
ノ
川
は
河
道
が
不
安
定
で
あ
っ
た
上
に
、
架
橋
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ら
地
区
間
の
往
来
は
想
像
以
上
に
困
難
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も

当
時
の
租
税
の
納
付
は
、
米
・
布
帛
・
糸
・
綿
そ
の
他
の
現
物
納
を
主
体
と
し
た
か
ら
、
郡
内

一
三
の
郷
か
ら
、
名
草
郡
の
郡
家
に
直
接
搬
入
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
名
草
郡
の
郡
家
の

所
在
地
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、こ
れ
が
河
南
に
あ
っ
た
と
し
て
も
河
北
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

事
情
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
薗
田
氏
は
、
や
や
時
代
は
降
る
が
、
平
安
後
期

の
名
草
郡
に
お
い
て
、
郡
と
郷
と
の
間
に
介
在
す
る
組
織
と
し
て
「
院
」
と
よ
ば
れ
る
中
間
的

な
徴
税
単
位
の
存
在
し
た
こ
と
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
註
（
7
）
に
同
じ
。

（
9
）
吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年

（
10
）
中
村
順
昭
「
郡
家
の
所
在
と
郷
の
編
成
―
『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
え
る
郡
家
郷
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
史
叢
』
54
・
55
合
併
号
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
『
律
令
官
人
制
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
八
年
に
所
収
）

（
11
）
拙
著
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年

（
12
）
拙
稿
「
里
刀
自
論
―
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
第
二
号
木
簡
か
ら
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
六
六
集
、一
九
九
六
年
三
月
、の
ち
に
改
稿
し
て
前
註
（
2
）
書
に
所
収
）

（
13
）
富
加
町
教
育
委
員
会
『
東
山
浦
遺
跡
―
庁
舎
建
設
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
七
八
年

（
14
）
拙
稿
「
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
加
茂
遺
跡
の
歴
史
的
意
義
」（
津
幡
町
教
育
委
員
会
『
加

茂
遺
跡
』
二
〇
一
二
年
）

（
15
）
切
畑
健
・
沢
田
む
つ
代
『
飛
鳥
時
代
の

・
戊
子
年
銘
幡
』（『
伊
珂
留
我
』
法
隆
寺
昭
和
資

財
帳
調
査
概
報
2
、
一
九
八
四
年
）

（
16
）
狩
野
久
「
法
隆
寺
幡
の
年
代
に
つ
い
て
」（『
伊
珂
留
我
』
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
概
報

3
、
一
九
八
四
年
）

（
17
）
本
断
簡
文
書
の
釈
文
は
、松
原
弘
宣
『
日
本
古
代
水
上
交
通
史
の
研
究
』（
一
九
八
五
年
）で
紹

介
さ
れ
た
勝
浦
令
子
「
史
料
紹
介
『
播
磨
国
坂
越
・
神
戸
両
郷
解
』補
遺
」（『
史
学
論
叢
』六
）と
、

部
分
的
訂
正
を
加
え
た
小
口
雅
史
「
延
暦
期
『
山
野
』占
有
の
事
例
」（『
史
学
論
叢
』一
〇
）に
よ

る
。

（
18
）
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
持
明
寺
遺
跡
―
一
般
県
道
「
一
般
県
道
武
生

朝
日
線
」
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
―
』
二
〇
〇
八
年

（
19
）
国
東
町
教
育
委
員
会
『
飯
塚
遺
跡
』
二
〇
〇
二
年
、釈
文
は
『
木
簡
研
究
』
三
〇
（
二
〇
〇
八

年
）
に
よ
る
。

（
20
）
池
邊
彌
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
驛
名
考
證
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）

（
21
）
市
大
樹
「
奈
良
・
石
神
遺
跡
」『
木
簡
研
究
』
二
六
、二
〇
〇
四
年

（
22
）
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報

一
九
九
五
年
度
、
明
日
香
村
飛

鳥
京
跡
』
一
九
九
六
年

（
23
）
註
（
21
）
に
同
じ
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長
）

（
二
〇
一
二
年
四
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
三
日
審
査
終
了
）
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Ancient Public Offices and Neighborhoods/Rural Townships

HIRAKAWA Minami

The province-district-neighborhood (later known as rural townships) system was established as an administrative
structure for regional control of regional societies in ancient Japan. This article focuses on study using archeological
excavation text documents from recent excavations in various places, aiming to clarify the reality of application of 
public offices and neighborhoods/rural townships.

In the “Wamyo Ruijusho” established in the first half of the tenth century, Hikami District in Tamba Province was
split into two inner districts called “Higashiagata” and “Nishiagata” while Yamanashi District in Kai Province was 
likewise split into the two inner districts of “Yamanashi Higashigun” and “Yamanashi Nishigun”. However, this had
already been implemented from the first half of the eighth century with public offices in Seibu (Nishiagata region)
in the Hikami District and a partitioned rule system called gukebetsuin in Toubu (Higashiagata region). In Iwaki 
District, Mutsu Province, too, there was a system of north and south partitions centered around Iwaki-no-go, a rural
township with a public office. In this way, there were two methods of partition and rule systems for districts: the 
administrative system of splitting into two inner districts centered around public offices, and the functional system of 
resolving differences by means of natural environment and historical chronology, etc.

Incidentally, there were three types of rural townships with public offices: the landlord (ooyake) rural townships, 
rural townships named after districts, and district home townships. Landlord (ooyake) rural townships were locations 
of influential landowners established from before the district system, and rural townships named after districts were
mainly the location of district-leading families, with public offices bearing the name of the district. On the other hand,
district home townships were newer than landlord rural townships and rural townships named after districts. For
example, Iruma District in Musashi Province, landlord rural townships and district home townships were side by
side, in which case we can understand that the first public offices were located in landlord rural townships and were 
later newly established in district home townships, forming rural townships with public offices.

It can be confirmed from archeological excavation text documents that these rural townships with public offices 
had different responsibilities from other inner district rural townships, for example being imposed with compulsory 
maintenance and management of public office facilities, etc.

The persons in charge and neighborhood chiefs under the neighborhood (rural township) system bore
administrative responsibilities such as distribution and control of assignments, etc., and they frequently attended
public offices, while the wives of neighborhood chiefs, who were essentially the housekeepers of the neighborhood, 
had a precise understanding of the movements of members of every house in the neighborhood (rural township),
exhibiting power behind the scenes of agricultural administration.

As is clear from the above, the application of administration through the ancient regional administrative structure 
of the district-neighborhood-rural township system was very logical and took into account the characteristics of the
respective regions. The reality of this system is made brilliantly clear by archeological excavation text documents
from various places.

Key words: the reality of application of public offices and neighborhoods/rural townships partition and rule systems 
for districts rural townships with public offices neighborhood chiefs wife of neighborhood chiefs


